
一連の偽造預金証書事件について(前)

研
究

ノ
ー

ト

]

連

の
偽
造
預
金
証
書
事
件
に
つ
い
て

(前
)

1
金
融
不
祥
事
発
生

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
探

る

は
じ
め
に

一

金

融
不
祥
事

に
対
す
る
反
省
と
対
応

二

富
士

・
旧
埼
玉

・
東
海
架
金
預
金
事
件

三

富
士
銀
行

の
事
例

四

東
海
銀
行

の
事
例

五

旧
埼
玉
銀
行

の
事
例

は

じ

め

に

平

成

二
年

か

ら

三
年

に

か
け

て

発
生

し

た
金

融

.
証

券

不
祥

事

に

つ

い
て
は

、
各

方

面
で
議

論
が

繰
り

返

さ
れ

て

い
る

、

金

融

。
証

券

不
祥
事

と

は
、

広
義

に

お

い
て
は
、
金

融

・
証
券

業

の
行

為

に
関

し

社
会

的

に
非

難

さ

れ

る
よ
う

な
事

件

を

い
い
、

狭
義

に

お

い
て

は
、

昭
和

六

〇

橋

本

光

虫
叫
」じ」、

 

年

以
後
、

こ

と
に
平

成

二
年

な

い
L

三
年

に
発

生

し
た
事

件

を

指

す

の
で

あ
る

、
す

な
わ

ち
狭
義

の
金

融

不
祥
事

と

い
う

の
は
、

住

友

銀
行

関
係

者

そ

の
他
有
力

銀
行
関

係
者

が
系

列

の

ノ

ン
バ

ン
ク

等

を
利

用

し

て
投

機

的

土
地
買

収

に
巨

額

な
資
金

を

融
通

し

て

一

般
市

民

を

困

惑

せ

し

め

た

地
価

の
大
暴

騰

の
原

因

と
な

っ
た

こ

と
、

お
よ
び

富

士

銀
行

、
東

海

銀
行
、

協

和
埼

玉

銀
行

(現
あ

さ

ひ
銀
行

)

の
関

係
者

が

偽
造

の
定

期

預
金

証
書

や

質

権
設
定

承

諾

書

を

担
保

と
し

て
、

ノ

ン
バ

ン
ク
等

よ

り

巨
額

の
資
金

の
融

通
を

受

け

た

こ
と
で

あ

る
紐
、

と

さ
れ

て

い
る

一

論
者

は

、

こ
れ

に

日
本

興
業

銀
行

・
東

洋

信
用

金
庫

.
料

亭

経

営

者

尾
上

縫

(お

の
え

ぬ

い
)

の
ワ
リ

コ
ー
担

保
融
資

に
端

を
発

す

る

同
種

事
件

を

加
え
る

の
が

適

当

と
考
え

る
。

な
お
、

証

券

不
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祥
事
に

つ
い
て
は
、
本
稿

の
趣
旨
か
ら
外
れ
る

の
で
対
象
外
と
し

た
。金
融
不
祥
事
を

あ
ぐ
る
論
議
で
問
題
な

の
は
、
不
祥
事
発
生

の

具
体
的
な
メ
カ

ニ
ズ

ム
と
な

っ
て

い
る
、
架
空
名
義
定
期
預
金
証

書

の
作
成
を
許
す
内
部
事
務
処
理

の
弱
点
や
、
役
席
者

に
よ
る
偽

造
質

権
設
定
承
諾
書

の
発
行
を
看
過
す
る

シ
ス
テ
ム
上

の
リ

ス
ク

に

つ
い
て
の
視
点
が
欠
け
て

い
る

こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
,

本
稿
で
は
、
実
務
的
な
視
点
か
ら
前
記
の
諸
点
に
絞

っ
て
、
具

体
的

に
問
題
点
を
追
求
す
る

,
こ
の
種

の
問
題

の
検
討

は
、
資
料

の
制
約
か
ら
私
的
な
推
測
が
中

心
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
極
力
公
刊
資
料
を
活
用
し

て
、
事
実
を
積
み
上
げ

て
結
論
を

求
め
る
よ
う
努
力
し
て
み
た

い
。

L

田
中

誠

二

「
金

融

・
証

券

不
祥
事

の
法

的
改
善

策

の
研
究

・

『
金

融

.
商
事

判

例
」
第

九

〇

七
号

、

経
済

法
令

研
究

会
、

一

九
九

三
年

一
月
増

刊
号

、

六

へ
ー

ジ
。

]

金
融
不
祥
事

に
対
す
る
反
省
と
対
応

個
別

の
問
題

に
入
る
前
に
、
全
体

の
方
向
を
探
る
意

味
で

(内

容

の
適
否

は
別
に
論
ず
る

と
し
て
)
、

関
係
方
面
で
な
さ
れ

た
反

省

と
対
応
を
概
観
L
て
お
こ
う

,
ま
ず
、
全
国
銀
行
協
会
連
合
会

へ全
銀
協
)
が
平
成

四
年
十

一
月

に
ま
と
め
た
金

融
不
祥
事

に

つ

い
て
の
全

銀
協
対
策

の
概
要
を
次
に
見
て
み
よ
う

-

二

)
全
銀
協
対
策

の
概
要

昨
年

(平
成

三
年
)
夏

に
証
券
不
祥
事
が
、
続

い
て

一
部
銀
行

の
職
員

の
私
文
書

偽
造
に
端
を
発
す
る
不
祥
事

が
連
続
し
て
表
面

化
し
た

こ
と
等

か
ら
、
金

融
機
関

の
業
務
運
営

に

つ
い
て
厳
L

い

社
会
的
批
判
が
生
じ
た

、
全
銀
協
で
は
、

こ
れ
ら
強

い
批
判
を
受

け
た

こ
と
を
厳
粛

に
受

け
止
め
、
具
体
的
に
は
①
営
業
姿
勢
、
②

審
査
体
制
、
⑧
事
務
管

理
体
制
、
④
検
査
体
制
、
⑤

人
事
管
理

・

教
育

研
修
制
度
、
⑥
広
報
活
動

の
拡
充
等

、
⑦
暴
力
団
介

入
排
除

の
七
項

目
に

つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。

こ
の
結
果
、

一
一
月

一
九

日
の
理
事
会

に
お

い
て
改
善
措
置

の

最
終
的
取
り
ま
と
め
を
行

っ
た
が
、
そ

の
主
要

二
点

の
内
容

は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

D

営
業
姿
勢
に

つ
い
て
は
、
①
顧
客
が
ノ

ン
バ

ン
ク
な
ら
び

に

他

の
金
融
機
関
等
か
ら

融
資
を
受
け
て
ま
で
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
協
力
預
金
を
求
め
る
行
為
は
厳

に
慎
む
こ
と
、
②

社

会
性

.
公
共
性
に
鑑
み
良
識
あ
る
営
業
活
動
を
行
う
よ
う
行
員

教
育
を
含
め
再
度
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
た
,

助

審
査
体
制

に

つ
い
て
は
、
他
行
預
金
担
保
融
資

は
真

に
止
む

を
得

な

い
場
合
に
限
る

こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関

の

土
地
関
連
融
資

の
あ
り
方

に

つ

い
て
検
討
し
て
き
た
全
銀
協

の

不
動
産
金

融
研
究
会

の
緊
急

提
言
を

ま
と
め
た

、
そ

の
内
容

は
、
①
融
資

の
基
本
原

則

(
公
共
性
、
安
全
性
、
収
益
性
)
を

再
確
認
し
営
業

の
第

一
線

ま
で
浸
透
さ
せ
る

こ
と
、
②
投
機
的
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な
土
地
取
引
に
係
る
融
資

の
排
除
を
図
る

こ
と
、
③
対
象
物
件

に
よ

っ
て
最
も
適

切
な
方

法
で
担
保
評
価
を
行
う
等

不
動
産
担

保
評
価
の
厳

正
化
を
図
る

こ
と
、
④
審
査
部
門
を
営
業
部
門
か

ら
独
立
さ
せ
る
な
ど
審
査
管
理
体
制

の
強
化

に
努
ぬ
る

こ
と
、

等
で
あ
る
。
4

問
題
点
は

こ
れ

に
尽
き
な

い
だ
ろ
う
が
、
全
銀
協

の
対
策

の
中

で
注

目
す
べ
き
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、

「
協
力
預
金
」
と

「
他
行
預
金

担
保

融
資
」
で
あ
る
.

以
下

の
具
体
的
な
事

例

の
中
で
、
な
ぜ
協

力
預
金

と

い
う

メ
カ

ニ
ズ

ム
が
使
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
の

か
、
ま
た
な
ぜ
他
行
預
金
担
保
融
資

と

い
っ
た
・遠
回
り
な

こ
と
力

必
要

な
の
か
に
、
注
意
を

向
け
て
頂
き
た

い
の
で
あ
る
,

併
せ
て
、
事
件
発
生
後

に
大
蔵
省
や

日
本

銀
行
が
各
銀
行
あ
て

に
出
し

た
業
務

改
善
命

令

の
類

に

つ

い
て
も

こ
こ
に
挙
げ

て

お

く
oま

ず
、
大
蔵
省
が
九

一
年
七
月
、
富
士
と
協
和
埼
玉
に
業
務

改

善
を
指
導
、
再
発
防
止
計

画
を
求
め
た
内
容
を
次

に
示
す
。

(二
)

大
蔵
省

の
業
務
改
善
指
導

大
蔵
省
は
、
巨
額
の
架
空
預
金
取
引
を
し
た
富
士
銀
行
と
協
和

埼
玉
銀
行

に
対
し
、
内
部
管
理

の
徹
底
を
求
め
る
業
務

改
善
指
導

に
乗
り
出
し
た
。

銀
行
局
長

名
で
両
行
頭
取

に
文
書
で
指
示
し
た

も

の
で
、
①
支
店
行
員

の
行
動
が
十
分
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
改

善
す
る
②

経
営
方
針
自
体
に
問
題
が
な
か

っ
た
か
な
ど
内
部
管
理

体
制
を
総
点
検
す
る
③

一
カ
月

以
内

に
再
発
防
止

の
改
善
計

画
を

提
出
す
る

ー
ー
な
ど

を
盛
り
込
ん

だ
。

改
善
が
達
成
で
き
て

い
る

か
ど
う

か
を
検
査

な
ど
で
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る
方
針
。

日
銀
も

両
行
に
対
し
業
務
改
善
計

画
を
求
め
る
考
え
、

金
融
機
関

へ
の
業
務
改
善
指
導

は
銀
行
法
に
基
づ

い
た
大
蔵
省

の
行
政
命
令
で
、

各
金
融
機
関

に
体
質

の
改
善
を
迫
る
も

の
で
あ

り
、
通
常
は
金
融
検
査
時

に
実
施
す
る
。
都
市
銀
行

に
業
務
改
善

指
導
を
す
る

の
は
イ
ト

マ
ン
問

題
で
不
明
朗
な
取
引
を
し
た
住
友

銀
行

へ
の
指
導

以
来
、
約
六
カ
月
ぶ
り
。
金
融
検
査
と
は
切
り
離

し
て
改
善
指
導
を
す
る

の
は
初

め
て
。

富
士
、
協
和
埼

玉
両
行
に
業
務
改
善
を
指
示
し
た

の
は
、
支
店

行
員
が
支
店
長
印
を
無
断
で
利
用
し
決
裁
書
を
作
成
す
る
な
ど
内

部
管

理
が
緩
ん
で

い
た
た
め
。

こ
う
し
た
決
裁

に
だ
れ
も
気

が
付

か
な
か

っ
た
と

こ
ろ

に
も
不
備
が
あ

っ
た
と
み
て

い
る
。
同
省

は

こ
う
し

た
状
況
が
続

く
限
り

不
祥
事
が

再
発
し

か
ね
な

い
と
判

断
、
支
店
長
印

の
管
理
徹
底
や
決
裁
文
書

の
二
重
チ

ェ
ッ
ク
な
ど

の
改
善
を
両
行
に
求
め
た
。

さ
ら

に
、

こ
う
し
た
事
件
が
発
生
し
た
背
景

に
経
営
方
針

な
ど

経
営
上

の
問
題
点
が
な
か

っ
た
の
か
分
析
す
る
よ
う
求
め
た
。

大
蔵
省
は
、

両
行

に
対
し
業
務

の
総
点
検
を
し
た
う
え
で
、

一

カ
月

以
内
に
改
善
計

画
書
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
計

画
書

に
基
づ

い
て
改
善
さ
れ

て

い
る
か
ど
う
か
を
定
期
検
査

な
ど
を
通

し
て
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。
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日

銀
も

両
行

に
対

し

業

務

改
善

計

画

の
提

出

を

求

め
る

方

針

だ
。

計

画

の
進

ち

ょ
く

状

況
を
定

期

的

に
報
告

さ

せ
る
方

針
。

内

部
管

理
体
制

、

行
員

の
チ

ェ
ッ
ク
体
制

の
強

化

・
見
直

し

に

絞

っ

た
指

導
を

す

る
。

魂

こ

こ
て
出

て
く

る

新
た

な

キ
ー

ワ
ー

ド

は
、

㎜
支

店
長

印

の
管

理
徹

底
L

(無

断

盗

用

防

止
)

と

「
決

裁

文

書

の

二
重

チ

ェ

ッ

ク
」

の
二

つ
で

あ

る
。

こ

の
記
事

に
は
載

っ
て

い
な

い
が
、

偽
造

定

期

証
書
事

件

に
係

る
残

り

の

一
行

、

東
海

銀

行

に

つ

い
て
も

大
蔵

省

か
ら

富

士
、
協

和
埼

玉

と
同

様

の
指

導

が
あ

ワ
、

遅
れ

て

八
月

二
十

八
日
改
善

計

画
を

提

出
し

て

い
る
。

な

お
、

日
本

興
業

銀
行

の
場
合

は
、

ワ
リ

コ
i

担

保

の
融
資

で

性
格

が
異

な

る
た

め
、

別

扱

い
に
な

っ
た
も

の
と
推

測
さ
れ

る
。

前

述

の
業

務

改
善

指
導

に
対

し

て
、

富

士
、
協

和
埼

玉
が

大
蔵

省

に
提

出
し

た
体

質

改
善

計

画
を

、

次

の
記
事

に
よ

っ
て
見

て
み

よ

う
。

(三
)
富

士

・
協
和
埼
玉

・
東
海

の
体
質
改
善
計

画

預
金

証
書

の
偽
造
な
ど

一
連

の
ス
キ

ャ
ン
ダ

ル
が
発
覚
し

た
金

融
機
関

の
う
ち
富
士
銀
行

と
協
和
埼

玉
銀
行

は

(平
成
三
年
)

八

月

二
六
日
、
不
祥
事

の
再
発
防
止
を
目
的
と
し
た
行
内

の
体
質
改

善
計

画
を
大
蔵
省
に
提
出
し
た
。

出。田
士

の
改
善
計

画
で
は
、
審
査
部
門

の
強
化
な
ど

と
と
も

に
、

行
員

に
課
す
目
標

(
い
わ
ゆ
る

ノ
ル

マ
)
や
表
彰
制
度
、

人
事
評

価

の
あ
り
方

の
見
直
し
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

一
方
、
協

和
埼
玉
も
内
部
管
理
体
制

の
強
化
や
営
業
成
績
重
視

の
人
事
評
価

の
改
善
な
ど
を
行
な
う

と
し
て

い
る
。

富

士
は
行
内

に
設
け
た

「
体
質
改
善
委
員
会
」
で

の
検
討
を

ま

と
あ
る
形
で
改
善
計

画
を
策
定

し
た
。

ま
ず
現
在
ま
で
の
行
内
体

質

に

つ
い
て
、

」
収
益

至
上
主
義

の
弊
害
L

と
営
業
部
門

へ
の

㎜牽
・制
機
能

の
後
退
L

と

い
う

二
面
で
組
織
上
欠

陥
が
あ

っ
た
と

の
反
省
点
を
示
し
、

「営
業
部
門
と
管

理
部
門

の
バ
ラ

ン
ス
の
と

れ
た
行
内
体
制
」
構
築
が

必
要
だ
と
し
た
。

そ

の
具
体
策

と
し
て
、
本
部
機
構

に
対
し
て
は
、
①
組
織

の
統

合

.
簡
素
化
や
審
査
体
制

の
確
立
を
行
な
う
、
②

目
標

・
表
彰
制

度
を
見
直
し
適
正
な
目
標
を
掲
げ
る
よ
う
に
す
る
、
③
支
店
長

に

対
す
る
人
事
評
価
に
際
し
、
従
来

の
営
業
成
績
第

一
主
義
を
改
め

バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
も

の
と
す
る
、
④
教
育

・
研
修

の
あ
り
方
を

改
善
し

人
材
育
成

の
質
的
強
化
を
図
る
、
⑤

人
員
を
再
分
配
し
、

営
業
店

の
充
実
と
審
査
ラ
イ

ン
の
増
強
を
図
る
、

こ
と
な
ど
を
夫

め
て

い
る
。

営
業
店

に
も

、
店
内
組
織

の
見
直
し
や

顧
客

と

の

「
・
ラ

ン
ス
の
ど
れ
た
リ

レ
ー
シ

ョ
ン
シ

ッ
プ

の
構
築
」
を
呼
び

カ
け

て

、
る
、

さ
ら

に
励
行
事
項

と
し
て
基
本
ル
ー
ル
の
遵
守
を
あ
げ
、
そ

の

徹
底
を
図
る
た
め
に

「
基
本
ル
ー
ル
総
点
検
月
間
」
を
近
く

設
け

る
。
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不
祥
事

の
再

発
防

止
策

と
し

て

は
、

①

異

例
取

引

の
全

店

的
点

検

の
緊

急
実

施
、
②

事
務

管

理

手

続

の
改

正
、
③

自

店
検

査

や
本

部
検

査

の
強

化

な
ど

検

査
制

度

の
改
善

、
④

ロ
ー

テ
ー

シ

ョ
ン
の

見

直

し

な
ど

人
事

管

理

の
改
善

、

を
掲

げ

た
。

同

行

で

は

こ
れ

ら

改
善

計

画
を

ぷ

ま
え

、

行
内

で

の
過

剰

な
競

争

ム

ー
ド

を
緩

和

し
、

ノ

ル

マ
に
追

わ
れ

行
員

が

な

り

ふ
り
構

わ

ぬ
営
業

活

動

に
走

ら

ぬ
よ

う
体

質
変

革

を
進

め
る
。

ま

た
、

預
金

証
書

の
請

求

・
廃

棄
や

支

店
長

印

の
取

扱

い
な
ど

、

銀
行

と
し

て

当
然

細

心

の
注
意

を

払
う

べ

き
事

柄

に

つ

い
て
管

理

の
厳

正
化

を

図

る
。一

ま

た
、

協

和
埼

玉

の
改
善

計

画

の
内

容

は
、
①

就

業

規
則
を

は

じ

め

と
す

る

基

本

的

事

項

の
改
善

・
強

化

を

図

る

、

②

融
資

姿

勢
、
与

信
管

理

、
店
内

体

制

の
指

導
を

徹

底
す

る

、
⑧

職
員

の
評

価

に
あ

た

り

、

営

業

推

進

に
偏

重

し

て

い
た

従

来

の
姿

勢

を

改

め
、

バ

ラ

ン
ス

の
と
れ

た
考

課

を
行

な

う
、
④

質

権

設
定

、

預
金

証
書
作

成

、
支

店
長

印

の
取

扱

い
な
ど

に

つ

い
て
管

理
を

強

化
す

る
、
⑤

検

査

部

に
よ

る
牽
制

権

限

・
能

力

を
充
実

す

る
、
⑥

事

故

再
発

防

止

の
た

め

の
委
員

会

を

設
置

す

る
、

な
ど

。

唱

こ

こ
で

の
新

た

な

キ
ー

ワ

ー
ド

は
、

コ
預
金

証
書

の
請

求

.
廃

棄

}
で
あ

る

、

東

海

銀
行

の
改
善

計

画

に

つ

い
て

は
、

次

の
別

記
事

に
よ

っ
て

見

て
み

よ
う

、

東

海

銀
行

は

.
業

務
刷

新

委
員

会

L

(委
員

長

。
伊
藤
喜

一
郎

頭
取
)
で
検
討
L

て
き
た
、
①
事
務
手
続
き
②
業
務
管
理
体
制
③

検

査
制
度
④

人
事
管

理
⑤

営
業
店

評
価
体

系

の
五
分
野
を
見

直

し
、
強
化
す

る
。

事
務
手
続
き
の
見
直
し
で
は
、
重
要
印
章

の
管

理

・
運
営

の
厳

正
化
、
質
権
設
定
承
諾
書

の
重
要
用
紙
指
定

と
同
行

フ

ォ
ー
ム
の

制
定

に
よ
る
不
正
発
行

の
防
止
、
管
理
者

の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
強
化

に
資
す
る
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
資
料

の
充
実
が
盛
り
込
ま
れ

て

い
る

,

業
務
管
理
体
制
で
は
、
事
務
統
括
部
を
新
設
し
事
務
指
導
役
を

配
置
、
支
店

に
は
事
務
統
括
次
長
を
置
く

.
ま
た
、
職
務
権
限

の

明

確
化
、
役
席
者

・
行
員
相
互

の
牽
制
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
新
し
く
営
業
店
計
数
で
突
出
し
た
動
き
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
ヂ、

管
理
で
き
る

凹営
業
店
管
理

・
状
況
把
握
シ
ス
テ
ム
L
を
構
築
、

不
祥
事

の
再
発
防
止
を
図
る
、

検
査
制
度
も
、
検
査
項
目

の
見
直
し
、
書

面

・
店
内
検
査
、
動

態
検
査
を

充
実
。
併

せ
て
臨
店
指
導

の
強
化

・
充
実
が
柱

立
て

に
。人
事
管
理
面
の
見
直
し
は
、
管
理

者

の
管
理
資
質

の
向
上
、
行

員

の
実
務

・
事
務
手
続
き
な
ど

の
習
熟
、

マ
ナ
ー

・
行
動
規
範

の

徹
底
な
ど
階
層
別

の
教
育

・
研
修
で
再
徹
底
す
る
考
え
で
あ
る
、

営
業
店
業
績
評
価
体
系

は
、
従
来
は
収
益
、
取
引
基
盤

へ
の
貢

献
が

主
体
で
あ

っ
た

の
に
加
え
、
事
務
管

理

の
ウ

エ
ー
ト
を
詣口同

あ
、
バ
ラ

ン
ス
を
明
確
化
す
る
。

さ
ら

に
事
務

の
評
価
も
効
率
化

・
合
理
化
だ
け
で
な
く
、
事
務
品
質

の
評
価
を
明
確

に
し
配
点
を

230



国際経 営 フ ォmラ ムNo.5

高

め

る

。

唖

こ

こ
で

の
新

た

な

キ

!

ワ

ー

ド

ま
、

充

実

一
で

あ

ろ

う

。

ア
ゥ

ト

フ

ッ
ト
資

料

の

大
蔵

省

は
監
督

官

庁

と
し

て
金

融

機

関

に
対
し

て
検
査

権

限

を

持

っ
て

い
る
、

一
方

、

日
本

銀
行

は

取
引
金

融
機

関

に
対

す

る
考

査

機
能

を
持

っ
て

い
る

日
本

銀
行

は

一
連

の
金

融

不
祥

事

に
対

し

て
ど

の
よ

う

な
指

導

を

し

た
ろ

う

か

,

こ
れ

も

次

の
記

事

に

よ

っ
て
検

証

L

て
み

る
一

へ
四
)

日
本

銀
行

の
指
導
内
容

預
金
担
保
融
資
を
見
直
し

日
銀
は
都
市

銀
行
な
ど

全
金

融
機
関

に
対
し
て
、
預
金
を
担
保

に
し
た
融
資

の
見
直
L
を
指
示
し
た
。
架
空
預
金
証
書
を
担
保
に

し
た
不
正
融
資

な
ど

の
事
件
を
招
く
背
景

に
な

っ
て

い
る
ほ
か
、

融
資

と
預
金

の
両
建
て
に
よ
る
資
産

・
負
債

の
水
膨
れ
で
経
営

の

健
全
性
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
だ
、
特

に
他
行

の
預
金
を
担

保

に
し
た
融
資

は
審
査
が
及
び
に
く

い
ほ
か
、
他
行

の
信
用
力

に

よ

っ
て
は
融
資
が

回
収
で
き
な
く
な
る
危
険

(リ

ス
ク
)
が
あ
る

た
め
、
自
粛
す
る
よ
う
指
導
、

こ
れ
を
受

け
て
富

士
銀
行

は
体
質

改
善
計

画
の
柱

と
L
て
他
行
預
金
担
保
融
資

の
禁
止
を
盛
り
込
ん

だ
。
銀
行
が
預
金
担
保
融
資
を
抑
制

し
、
担
保
設
定
承
諾
に
も
慎

重

に
な
れ
ば
、
ノ

ン
バ

ン
ク
は
担
保
を
確
保
し
に
く
く
な
り
、
ノ

ン
バ

ン
ク

の
融
資

業
務

に
も
影

響

が

出
そ
う

だ
。

雨

日
銀
、

全

金

融
機

関

に
指

示

他

行
預
金

分

は
自

粛

求

め
る

預
金

担

保
融
資

(預
担

融
資

)

は
企

業

や

個
人
が

持

っ
て

い
る

預
金

を

担
保

に
、

そ

の
範

囲

で
資
金

を
貸

し
出
す

方

法
、

同

一
金

融
機

関

で

の
利

用

で
あ
れ

ば

、

通
常
貸

出

金
利

が

短

期

フ
ラ
イ

ム

レ
ー

ト

(最

優
遇
貸

出
金
利

)

よ
り

低

い
た

め
、

一
部

の
企

業

な

ど

が

活
用

L

て

お
り
、

=
灯
で
数

百
億

円

の
取

扱
残

高

が
あ

る

上

位
都
市

銀

行

も
あ

る

、

こ
の
う

ち

日
銀
が

特

に
問

題

が
あ

る

と
見

て
是

正
を

求

め

て

い

る

の

は
、

他

行

の
預
金

を

担

保

に
し

て

融
資

す

る

ケ

ー

ス
,

一
連

の
不

正
事

件

で
明

ら

か

に
な

っ
た

よ
う

に
、

担

保

と
し

て
取

っ
て

い
る

は
ず

の
預
金

が

存

在
L

な

か

っ
た
り

、

担
保

権

の
実

行

に
預

金

受

け

入
れ

銀
行

が

こ
た
え
ら

れ

ず
、

回
収

不
能

に

な
り

か
ね

な

い
な
ど

、

信
用

リ

ス
ク
を

抱
え

る

問
題

が

あ
る

、

融
資

の
際

の
審

査

も

、

預

金

の
担

保

力

を

過

信

す

る

な
ど

、

チ

ェ
ッ
ク
が

ず

さ
ん

に
な
る

場
合

が

あ

り
、

不
健

全

な
取

引

に

つ

な

が

る

恐

れ

が

あ

る

、

日
銀

は

四
預
金

の
預

入
銀

行

か
ら

借

り

ず

、
あ

え

て
ほ

か

の
銀
行

か
ら

借

り
る

必
要

性

は
乏

し

い
L

へ幹

部

)

と
見

て

お
り
、

今
後

他

行

の
預
金

を
担

保

に
し

た

融
資

の
圧

縮
、

全
廃

を

求

め

て

い
く

.

同

一
金

融
機

関

内

の
預

担

融

資

は

担

保

力

に
問

題

が

な

い
う

之

、

総
合

ロ
座

の
定

期

預

金

を

担

保

に
し

た

個

人

の
借

り

入
れ
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や
、

預
金

期

日
直

前

の
借
り

入
れ

な
ど

需

要
も

あ

る
。

た

だ
、

行

き
過

ぎ

れ
ば

、

両
建

て
資

産

の
拡

大

に
よ
り

、

銀
行

の
経
営

リ

ス

ク
が

大
き

く

な
り

、
健

全

性
を

損

な
う

可
能

性
も

あ

る
。

こ
の
た

あ
、

自
行

内

で

の
預

担

融
資

も
見

直
し

、
行

き

過
ぎ

を

是

正
す

る

よ
う

指
導

す

る
見

通

し
.

日
銀
は

一
部

の
銀
行

に
は
す

で

に

こ
う

し

た
指

導

を

進

め
て

い

る

が
、

長

期

信
用

銀
行

の
利

付

金

融
債

、
割

引
金

融
債

な
ど

に
も

同
様

の
問

題

が
あ

る

た

め
、
是

正
を
求

め
て

い
く
。

他
行

の
預
金

を

担
保

に
し

た

融
資

は

不
動
産

担

保

融
資

な
ど

と

並

び
、

ノ

ン
バ

ン
ク
が

最
近

、
盛

ん

に
利

用

し

て

い
る

融
資
手

法

で
あ

る

た

め
、

今

回

の
指

導

に
よ

り
、

ノ

ン
バ

ン
ク

融
資

に
も
影

響
が

見

込

ま
れ

る
。

銀
行

が
自

ら

他
行

預

担

融
資

を

自

粛
す

る

ほ

か
、

ノ

ン
バ

ン
ク

か
ら

の
預
金

へ
の
質

権

設
定

承

諾
要

請

に
慎

重

に
な

る

と
、

ノ

ン
バ

ン
ク

の
担
保

確
保

の
障

害

と

な
る

可
能

性
が

ユ

ニ
リ

あ
る
.、

・

こ

こ
で

は
新

た

な
キ

ー

ワ
ー

ド

は
出

て

こ
な

い
が

、

金

融

不
祥

事

発
生

の
メ

カ

ニ
ズ

ム

に
関
連

し

て
、

日
銀

が

「
預
金

の
預

入

銀

行

か

ら
借

り

ず
、

あ
え

て
ほ

か

の
銀
行

か
ら

借
り

る

必
要

性

は

乏

し

い

[
と
指

摘
し

て

い
る

こ
と
、

「長

期

信
用

銀
行

の
利

付

金

融

債
、

割

引
金

融
債

な
ど

に
も

(預

担
融
資

の
行

き

過
ぎ

と
)

同

様

の
問

題

が

あ

る
」
、

「
他

行

の
預
金

を

担

保

に
し

た

融
資

は

不
動

産

担
保

融
資

な
ど

と
並
び

、

ノ

ン
バ

ン
ク
が

最
近

、
盛

ん

に
利

用

し

て

い
る

融
資

手

法
で
あ

る
」

と
言

及
し

て

い
る

こ
と
が
、

特

に

注
意

を
引

く
。

さ
ら

に

一
般

論

と
し

て

述
べ

た

い
諸
点

も

あ

る
が
、

ま
ず

は
個

別

の
ケ

ー

ス
か
ら

以
下
見

て
ゆ

く

こ
と
と
L

よ

う

、

(
=

((

))

 

(
四
)

(
五

)

高

田
輝
男

,
改

正

法

と
各

業
態

の
対

応

1
銀
行

L

『
金

融

・
商

事
判

例

」
第

九

〇
七
号

、
経

済

法
令

研
究

会

、

一
九

九

三
年

一
月

増

刊

号
、

一
二
五
、

=

一六

へ
ー

ジ
.、

日
本

経
済

新
聞

、

一
九
九

一
・
七

・
二
七

、

『
金

融

財

政

事

情

」

金

融
財

政
事

情

研
究

会

、

八

へ
ー

ジ
、

一
九

九

一

・
九

・
二
。

『
ニ

ッ
キ

ン
」

日
本

金

融

通

信

社
、

一
九

九

一

.
八

.

九
。

日
本

経
済

新

聞
、

一
九

九

丁

八

・
二
七
,

二

富

士

・
旧
埼

玉

・
東
海

架
金

預
金

事

件

今

回

の
金

融

不
祥
事

の
特

色

に

つ

い
て

、

大
蔵
当
局

の
担

当
者

が

次

の
よ

う
な

「
ま

と
め
」

を

し

て

い
る
一、

,今

回

の
不
祥
事

を

ひ
も

と

い
て

み
ま
す

と
、
何

が
原

因

か

と

い

之

ば

、

大
き
く

分

け

て

五

つ
あ

り

ま
す
。

一
つ
は
金

額
が

あ

ま
り

に
も

巨
大
で

あ
る

、

二

つ
は
金

融
自

由
化

と

い
う
名

目

の
も

と

に

収

益

至
上

主
義

に
走

り

過
ぎ

た
、

三

つ
は
そ
う

い
う

も

の
に
目

を

奪

わ

れ

銀
行

員

と
し

て

の

モ
ラ
ル
が

低

下
し

て

き

て

い
る

の
で

は
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な

い
か
、

四

つ
は

ノ

ン
バ

ン
ク
を
利

用

し

た
協

力

預
金
集

め
を
含

め

、

ノ

ン
バ

ン
ク

を

利

用

し

た
新

た

な

業

務

範

囲

に
手

を

広
げ

た
、

五

つ
は
自

由

化

の
名

の
も

と

に
事

務

の
合

理

化
、

簡

素

化
、

ま
た

削
減

が

行
わ

れ

て
き

た
、

と

い
う

よ
う

な
問

題

が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と

思

い
ま
す

。

岨

加
.之
て
亡
。・之
ば

、

巨

額

の
金

額

で
あ

る

こ
と

と
共

に
、
支

店
長

.
課
長

な
ど

の
責

任

の
立
場

に
あ
る

も

の
が

仕
組

ん

だ
犯

罪

で
あ

る

と

い
う

こ
と
で

あ
ろ
う

、

企

業

は

一
般

に

マ
イ

ナ

ス

・
イ

メ

ー

ジ

の

デ

ィ

ス

ク

ロ
ー

ジ

ャ
ー
を

避
け

る
。

バ
ラ

ン
ス

・
シ
ー

ト
上

で
も

不
良

債

権

の
実

額
や

債
却

の
内

訳
を

知

る

こ
と

は
困

難

で

あ
る
。

裁

判

で

公
表

さ

れ

た
結

果

で

知
る

に
は
、
時

間
が

か

か
り

過
ぎ

る
。

事

故

の
金

額

が
ど

の
位

大
き

い
か

に

つ

い
て
も

、
当

局

発
表

に
頼
ら

ざ
る

を

得

な

い
と

い
う

調
査

上

の
弱
点

が

あ

る
。

と
も

あ
れ

、

以
下

の
説
明

を
見

て
頂

こ
う
。

不
祥
事

発

生

の
要

因

に

つ

い
て
具
体

的

に

い
く

つ
か

の
問

題
点

を

上
げ

て
み
ま

す

と
、
金

額

的

に
あ

ま
り

に
も

巨
額

で
あ

る

と

い

い
ま

し

た
が

、

証

券

の
損

失

補

填

が

一
、

二

八
三
億

円

に

対

し

て
、

銀
行

の
場

合

、
富

士

銀
行

が

二
、

六

一
四
億
円

、
協

和

銀

行

(埼

玉
銀
行

の
誤
り

か
)

八
〇
億

円
、

東

海

銀
行

六

三

〇
億

円
、

東

洋

信

用

金

庫

三

、

四

二
〇

億

円
、

こ
れ

を

全

部

合

わ

せ

ま
す

と
、

六
、

七

四

四
億
円

と

い
う

膨
大

な
金

額

と

な
り

ま
す

、
も

ち

ろ

ん

、

こ
れ

は

全

額
損

失

と

な

る

話

で

は

な

い
と

は
思

い
ま

す

が

、
証

券

の
損
失
補

填

の
五
倍

と

い
う

こ

と
に

な
り

ま
す
。

金

額

カ

月
さ

㌔
と

㌔
う

こ
と
で

一
般

国
民

か
ら
見

て
余

り

目
立
た

な

い

よ

う

な

こ
と
が

あ

り

ま
す
が

、

こ

の
よ
う

な
巨

大
な
金

額

と
な
り

ま
す

と
、

証
券

不
祥
事

の
よ

う

に
不
公

正
、

不
平
等

の
議

論
で

な

く

、
金

融
機

関

の
ど

こ
か

が
ゆ

る

ん

で

い
た

の
で

は
な

い
か
と
批

判

さ
れ

る

こ
と

に
な
り

ま
す

、一

一
般

国
民

か
ら

み

て
自

分

た

ち

は

こ
ん

な
金

額

は
持

て
な

い
、

そ
う

い
う

金

額
を

も

て
遊
ん

で

い
る

銀
行
員

の
行

為

と

い
う

も

の
に
対
し

、

こ
れ

ま
で

の
信
頼

関
係

が

大

き
ー
変

化

し

て
く

る

と

い
う
問

題

で
す
。

魂

富

士

.
旧
埼

玉

(↓

協

和
埼

玉
ー

現
あ

さ
ひ
)
、

東

海

三
行

の

架
空
定

期
預
金

事

件

が

一
緒

に
論

じ
ら

れ

て
き

た

の
は
、
各

行

の

幹
部

職
員

に
よ
る

不

正
融
資

が

相

前
後

し

て
明
ら

か

に

な

っ
た

こ

と
、

架

空

預
金

な
ど

を

担

保

に

ノ

ン
バ

ン
ク
偉
か
ら

融
資

を

引

き

出

す
手

法

が
共

通

し

て

い
た

こ
と

と
、
富

士

・
東

海

の
場

合
、

犯

人
グ

ル
ー
プ

が

一
部

双
方

に
関

係
し

て

い
た

こ
と

に
加
之
、

当
局

の
調
査

.
指

導
が

共

通
し

て

行
わ

れ

た

こ
と

に
よ
る

も

の
で

あ
ろ

・
ハ
ノ

亡

(注
)
ノ
ン
バ
ン
ク
ー
ノ
ン
バ
ン
ク

・
バ
ン
ク

昌
o
づ
-
σ
鋤
コ
犀
げ
餌
コ
評

米

国

で

、

、
銀

行

と

は
要
求

払

預
金

業

務

お
よ

び
商

業
貸

付

業
務

を

行

う

機

関
」

と

の
銀

行
持

株

会

社
法

上

の
定
義

を

逆

用
L

て
、

そ

の

い
ず

れ

か

一
方

の
業

務

を

放
棄

す

る

こ
と
に
よ

り
、

各

種

規
制

の

適

用

を

回
避
し

つ

つ
実

質
的

に
銀

行
業

務
を

営

む

こ

と
を

ね
ら

っ
て
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設
立

さ

れ

た
金

融
機

関

預

金

業
務

を

放
棄

す

る

コ

マ
ー

シ

ャ
ル

.

バ

ン
ク
方

式

と
、
貸

付

業
務

を

放

棄

す
る

コ
ン
シ

ュ
ー

マ
ー

.
バ

ン

ノ
ヘ

ヘ

ク
方

式

の

二
種
類

が

あ

る
が
、

実

際

に
は
後
者

の
例

力

多

・

ノ

ン

バ

ン
ク

・
バ

ン
ク

の
発

生

は
米

国

の
金

融
業

務

の
自

由

化

を

促
進

k
一

せ
た

-

日
本

で

ノ

ン
バ

ン
ク

と

い
う
場

合

は
、

預
金

を
受

け

入
れ
ず

に
与

信

業
務

を
営

む
企
業

を

指

し
、

リ

ー

ス
会

社
、

信
販

会
社

、
消

費
者

向

け
貸

金

業

者

、

事

業

者

向

け
貸

金

業

者

、

ク

レ

ジ

ッ
ト

.

カ
ー
ド
会

社
、
住
宅
金

融
専

門
会

社
等
が
該

当
す
る

『
金

融
用

語
辞
曲
詮

東
洋

経
済
新
報

社

こ

こ
で

は
、

各
行

別

の
実
態

点

検

は
後

に
L

て
、

三
行

に
共

通

す

る
問

題

点
を

追
求

す

る

こ
と

と
す

る

、
事

件
発

生

直

後

の
九

一

ヨ

年

八
月

、

事

件

の
要

点

を

う

ま

く

ま

と

め

た

記

事

,
が

あ

る

の

で
、

ま
ず

そ
れ

を
紹

介

す
る

、,

幹
部
行
員

の
不
正
融
資
、
都
銀
で
相
次

い
で
発
覚

i
管
理
機
能
不
備
突
く
、
成
績
偏
重
で

モ
ラ
ル
低
下
伏
線

富

士
銀
行
、
旧
埼

玉
銀
行

(現
協
和
埼

玉
銀
行

)
、
東
海
銀
行

の
都
市
銀
行
三
行
で
、
幹
部
行
員

に
よ
る
不
正
融
資
が
相
次

い
で

明
ら
か
に
な

っ
た
・

い
ず
れ
も
架
空
預
金

な
ど
を
担
保
に
ノ

ン
バ

ン
ク
か
ら

融
資
を
引
き
出
す
手

法
で
、
預
金
手
続
き

な
ど
、
銀
行

の
チ

ェ
ッ
ク
機
能

の
不
備
を
突
か
れ
た
格
好
だ
.一
バ
ブ
ル
経
済

の

下
で
横
行
し
た

「
銀
行

の
変
質

」
を
象
徴
す
る
事
件
で
も
あ
る

、

今

回
発
覚
し
た
幹
部
行
員

に
よ
る
不
正
融
資

の
手

ロ
は
、
取
引

先
企
業

と
共
謀
し
た
う
え
で
①
架
空

の
預
金
証
書
や
偽
造

の
質
権

チ
へ

を

設

定

承

諾
書

を

作
成

す

る
②

こ

の
書

類

を

担
保

に
ノ

ン

ノ
ン
ク

カ

ら

の

融
資

を

引

き

出

す

③

場

合

に

よ

っ
て

は

偽

装

工
作

と
し

て

い

っ
た
ん

預
金

と
L

て
積

ん

だ

の
ち
引
き

下
ろ

し
、

取
引

先

に
資

金

を

渡
す

ー
と

い
う

も

の
-

手
法

は
富

士
、

旧
埼

玉
、
東

海

の
三

行

と
も

ほ
ぼ

共

通
し

て

い
た

、

い
ず

れ

の
ケ
ー

ス
も

預
金

の
決
裁

権
限

や

管

理
権

限
を

持

つ
幹

　
あ

へ

部

行
員

に
よ

る

不

正
取

引

、
内
部
検

査

に
よ

る
チ

ェ
ッ
ク

カ
き

カ

ず

、

ノ

ン
バ

ン
ク

の
照

会
が

あ

る

ま
で

ま

っ
た
く

わ

か
ら

な

か

っ

た

こ

と

に
、

各

行

と

も

一
様

に
衝

撃

を

受

け

て

い
る

そ

れ

は

「
膨

大
な
業

務
を

さ
ば

く

た
め

に
、

"行
員

性

並
ロ説
"

に
立
ち
、

壬

さ
ざ

る
を

之

な

い

…

(都

銀
首

脳
)

こ
と
か
ら

く

る
業
務

の
箸
ロ

イ

ヒ

エ

理

・
チ

ェ

ッ
ク
体

制

の
限

界

を

改

め

て
見

せ

つ
け

ら

れ

た

カ
ら

だ

。と
は

い
え
、

大
蔵

省

・
日
銀
は
都

銀

の
支

店

の
業
務

手

続
き

の

チ

ェ
ッ
ク
機

能

の
不
備

を

指

摘
、

改
善

を

強
く

求

め

て

い
る

口
特

に
富

士

銀
行

の
場

合

、

最

初

の
不

正
取
引

が

あ

っ
た

八
七
年

九

月

か
ら

三
年
半

以
上

も
実

態

を

つ
か
ん

で

い
な

か

っ
た
点

を
問

題

視

し

て

い
る

、

富

士

銀

で

は
書

き

損

じ

の
あ

っ
た

預
金

証

書

の
処

分
が

事

実

上
、

支
店

の
渉

外

課
長

や

営
業

課
長

に
任

k
、れ

て

お
り
、

即

日
破

棄

処
分

に
す

る
原

則

が
裏

目

に
出

て
、

支
店

外

へ
持

ち
出

さ
れ

る
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の
を

許
す

結
果

と
な

っ
た

一

A
フ
回
の
不

正

の
伏

線

と
し

て
銀
行
員

の

モ
ラ

ル

の
低

下
を

挙
げ

る
声

も
多

い
。

、
一
部

の
不

心
得
者

に

よ
る
行

為

(
山
本

恵

朗

出。田
士
銀
副

頭

取

)
で

あ
る

の
は
確

か

だ
が

、
少

し

で
も
有

利

な

融

資

先

で
あ

れ
ば

案
件

の
内
容

に

は
目
を

つ
ぶ

る

ど

い
う
、

成

績

偏

重

主
義

が

ま
ん

之
ん

し

、

ノ

ル

マ
に
追

わ
れ

る
結

果
、

行
員

の
意

識
が

マ
ヒ
し

て

い
っ
た

こ
と
は
否

・定
で

き
な

い
,

さ
ら

に
、

不

正
取
引

に
特
定

の
グ

ル

ー
プ
が

関
与

し

て

い
る

恐

れ

が

あ
り
、

問

題

の
根

を

深
く

L

て

い
る

.
富

士
、

東
海

両

都

銀

の
ケ

ー

ス
で
、
都

内

の
運

送

会

社
が

融
資

を
受

け

て

い
る

な
ど

、

一
部

企

業
が
重

な

っ
て

い
る
,

ま

た

融
資

し

た

ノ

ン
バ

ン
ク
も
都
-

内

に
本

社

の
あ
る

大
手

数

社
が

確

認

さ
れ

て

い
る
。

告

訴
を
受

け

た
東

京

地
検

や
警

視
庁

で

は
、

「
背

後

に
あ

る
組

織
が

計

画
的

に
不

正
融
資

を

引
き

出

し

た

可
能
性

が

あ
る

一
と
見

て
お

り

、

捜

査

当

局

の
メ

ス
が

入
ら

な

け

れ

ば

根

絶

で

き

な

い

"病

根
"

で
あ

る

可
能

性

も
あ

る

。

三
行

に
よ
る

不

正

融
資

取
引

の
総

額

は
三
千

二
百

億

円
を

上

回

る

見

込
み
薩
だ

が
、

各

銀
行

が

ノ

ン
バ

ン
ク

か
ら

融
資

を
肩

代
わ

り

し
た
場

合

、

担
保

を
十

分

に
確

保

で
き

ず
、

不
良

債

権
が

膨

ら

み

か
ね

な

い
。

全

国

銀
行

協
会

連
合

会

は

一
日

に
急

き

ょ
臨

時

の

持

ち

回
り

理
事

会
を

開

き
、

再

発

防
止

の
た
め

の
業
務

の
見

直
し

に
関
す

る
申

し
合

わ

せ
を

ま

と
め

加
盟

銀
行

に
通

知

し
た

。

週
末

に

は
橋

本

蔵

相

の
私

設
秘
書

が

事

件

に
関
与

し

て

い
た

こ

と
が

発
覚

す

る

な
ど

、
問

題

は

さ
ら

に
広
が
る

様
相

を

み

せ

て

い

る

、

経
済

部

佐

藤

記
者

(注
〉
二
三
三
へ
ー
ジ
の
大
蔵
省
担
当
者
の
話
て
は
、最
終
数
字
は
三
、三
二
四
億
円
-

前

記

の
記
事

で

注

目
す

べ
き

は
、

富

士
銀

行

の
場
合

、

当
初

の

不

正
取

引

が
あ

っ
た

の
は
、
判

明

前

三
年

半

以
上

前

で
あ

る

と

い

う
事
実

で

あ
ろ
う

一

さ
ら

に
、

別

の
記

事

司
で
、

東

海

銀
行

の
事

例
を

中

心
に
、

犯

行

の
具

体

的
手

ロ
や

ノ

ン
バ

ン
ク

と

の
対

応

が
示

さ
れ

て

い
る

の

で
、

掲
げ

て

お
く
.

都
銀
、
支
店
管
理
に
甘
さ

三
行

の
架
空
預
金

都
市

銀
行

の
幹
部

行
員

に
よ

る
不
正
融
資
取
引
が

、
富

士
銀

行
、

旧
埼

玉
銀
行

(現
協
和
埼

玉
銀
行
)

に
続
き
、
東
海
銀
行
で

も
行
わ
れ

て

い
た
こ
と
が

(平
成
三
年

七
月
)

二
十

七
日
、
明
ら

へ

　

カ

に
な

っ
た

い
ず
れ

も

ヨ
架

空

預
金
L

を

も

と

に
質
権

設
定

承

諾
書

な
ど
を

偽
造

し
、

ノ

ン
バ

ン
ク
か
ら

融
資

を

引

き
出

す
方

法

で
、

融
資

を

受

け

た
企
業

や
、

関
与

L
た

ノ

ン
バ

ン
ク

は

一
部
重

な

っ
て

お
り

、

同

一
グ

ル
ー

プ

に
よ

る
計

画

的
な

不

正
取
引

の
可

能

性
も

出

て
き

た
..
東

海

銀
が

融
資

を

肩
代

わ

り
L

た
場

合

、
担

保
を

十

分

に

確
保

で
き

ず
、

不
良

債
権

と

な
る

恐
れ

が
あ

る
。

大

蔵
省

.
日
銀

は
都
銀

支
店

の
預
金

業
務

の
管

理

の
甘

さ
や

、
手

続

き

の
盲

点

を

突

か
れ

た
点

な
ど

を

重

視
、
都

銀

に
改
善

を
急

ぐ

よ

う

指
導

す

る

。
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預
金
手
続

に
盲
点
、
同

一
グ
ル
ー
プ
関
与
か

東
海

銀
行
で
不
正
取
引
を
し
て

い
た

の
は
、
都
内

の
秋
葉
原
支

店

の
幹
部
行
員
で
あ
る
A
支
店
長
代
理
。
預
金
を

担
保

と
す
る
質

権
設
定
承
諾
書
を
偽
造
し
、

こ
れ
を
元
に
企
業
が
ノ

ン
バ

ン
ク
か

ら
融
資
を
引
き
出
し
、

い
っ
た
ん
東
海

銀
行

の
ロ
座

に
預
金
し
た

の
ち

一
週
間

ほ
ど

し
て
か
ら
解
約
す
る
手
法
で
富

士
、
旧
埼
玉
銀

の
元
行
員

と
ほ
ぼ
同
じ
手

ロ
の
よ
う
だ
。

東
海

銀
で
は

二
十
五
日
に
ノ

ン
バ

ン
ク
の
照
会
を
受
け
、

不
正

の
事
実

に
気
づ
き
、
詳
し

い
事
実
関
係
を
調
べ
て

い
る
が
、
過
去

一
年
間
だ
け
で

網
架
空
預
金
L
を
担
保

に
ノ

ン
バ

ン
ク

の
融
資
を

受
け
た
企
業
は
十
数
社
で
、
関
与
し
た

ノ
ン
バ
ン
ク
は
十
社
近
く

に
の
ぼ

っ
て

い
る
。

二
十
七

日
時
点
で

不
正
融
資

は
六
百
十
億
円

程
度
が
確
認
さ
れ
た
。

今

回
の
三
行

に
よ
る
不
正
融
資

取
引

の
総
額
は
三
千

億
円
を
上

回
る
と
見
ら
れ
る
が
、
金
融
筋

に
よ
る
と
融
資
を
受
け
た
企
業

の

う
ち
都
内

の
中
堅
運
送
会
社
が
富

士
銀
と
東
海
銀
ル
ー
ト

の
双
方

で
登
場
し
て

い
る
な
ど

一
部
企
業
が
重
な

っ
て

い
る
。
ま
た
融
資

し
た
ノ

ン
バ

ン
ク
も
都
内

に
本
社

の
あ
る
大
手
数
社
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
同
筋

で
は
同

一
グ

ル
ー
プ
が
特
定

の

判
舞
台
L
を

使

い
、
計
画
的

に
不
正
融
資
を
引

き
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
み
て

い
る
。
先
に
不
正
が
発
覚
し
、

ノ

ン
バ

ン
ク

の
融
資
を
肩
代
わ
り
し
た

富
士
銀
は
、
融
資

先
企
業
に
対
す
る
不
動
産
な
ど

の
担
保

の
確
保

不正融資の仕組み

融資②
10-.

鐵
5多

東

海

銀

行

通知預金③ 不
_動
10産
数 業
社 者)な

ど

噸

預金 ・解約 ・引 き出 し⑥
夢

畷

預金通帳(担保)⑤
一 一 一 一 ● 一 一 →レ預金通帳④

齢一_一 一 一 〇 一 一 一 醐■一 一 一 引1レ

1
■」 ■■ 刷購 ■■L-■ 巳 一 隣 ●■ 一 ■麟 ■暉隔 』

riロ0コ..の0

偽造質権設定承諾書0
0一一鱒一一

0丸 数字は手順一一一 は 証 書 類はカネの流れ

を
急

い
で

お
り
、

一

部
企
業
が
重
な

っ
て

い
る

東

海

銀

の
場

合
、
ノ

ン
バ

ン
ク
か

ら
融
資
を
引
き
取
る

と
、
十
分
な
担
保
が

取
れ
な
く
な
る
恐
れ

が

指

摘

さ

れ

て

い

る
。
東
海
銀
は
現
時

点
で
は
損
失
額
が
未

定
と
し
て

い
る
が
、

今
後

ノ

ン
バ

ン
ク
か

ら
質
権
を
実
行
さ
れ

た
り
す
る

と
、
損
失

額
が
膨
ら

む
恐
れ
が

あ
る
。
今
回

の
不
正
取
引

で
特

に
大
蔵
省

・
日

銀
が
問
題
視
し
て

い

る

の
は
都
銀

の
預
金

業

務

の

管

理

・

チ

ェ
ッ
ク
体
制

の
不

備

。

富

士

銀

の
場
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合
、
質
権
設
定
承
諾
書

の
偽
造
と
と
も

に
、

「架
空
預
金
」

の
た

め
に
、
発
行

の
取
り
消
さ
れ
た
預
金

証
書
が
持
ち
出
さ
れ
る

と

い

う

二
重

の
不
正
が
あ

っ
た
。
同
行
で

は
書
き
損
じ
の
あ

っ
た
預
金

証
書

の
処
分
や
管

理
が
事
実
上
、
支
店

の
渉
外

課
長
や
営
業
課
長

に
任
さ
れ

て
お
り
、
チ

ェ
ッ
ク
が

及
ば

な
か

っ
た
。

他

の
都
銀
で

は
誤
記
入
証
書

に
穴
を
開
け
て
六
カ
月
程
度
保
存
、
後

日
枚
数
を

チ

ェ
ッ
ク
で

き
る
体
制
を

と

っ
て

い
る

と

こ
ろ
も
あ
る
。

L
か

し
、
富

士
銀
は
誤
記
入
の
証
書
を
そ

の
日
に
破
棄
す
る

の
を
原
則

に
し
て
お
り
、
今

回
の
よ
う
に
支
店
外

へ
持
ち
出
さ
れ
て
も
、
後

か
ら
十
分
な
検
査
が
で
き
な
か

っ
た
。

ま
た

三
行

と
も

質
権
設
定
承

諾
書

を
作
る
手

続
き

の
ダ
プ

ル

チ

ェ
ッ
ク
体
制
が
不
十
分
だ

っ
た
。

旧
埼

玉
銀
と
東
海

銀

の
ケ
ー

ス
で
は
通
帳
な
し
で
通
知
預
金

の
引
き
出
し
を
認
め
る
な
ど
、
預

金
手
続
き

の
甘
さ
が
行
員

の
不
正
を
許
す
下
地
に
な

っ
た
。

こ
の

た
め
大
蔵
省

・
日
銀
は
支
店

の
業
務
手
続
き

の
チ

ェ
ッ
ク
機
能

の

強
化
な
ど
を
急
ぐ
よ
う
各
都
銀
に
求

あ
る
構
之
だ
。

関
与
行
員
告
訴

の
構
え

ー
東
海

銀
首

脳
、
架
空

預
金

約
六

一
〇
億
円

東
海
銀
行
首

脳
は
二
十

七
日
、
同
行

の
架
空
預
金
を
担
保
に
し

た
不
正
融
資
事
件
に

つ
い
て
、

「
調
査
を
進
め
て
被
害
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
事
件

に
関
与
し
た
行
員
を
告
訴
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、
架
空
預
金

に

つ
い
て

「
き

ょ
う

の

報
告

で

は
六
百

十

億
円

程

度

で
、

す

べ
て
通

知
預
金

だ

っ
た

と
聞

い
て

い
る
」

と
説
明

、

架
空

預
金
を

担

保

に
融
資

し

た

ノ

ン
バ

ン

ク

の
中

に
は
リ

ー

ス
最

大
手

、

オ
リ

ッ
ク

ス

の
名
が
含

ま
れ

て

い

る

こ
と
も
明

ら

か

に
し

た
。

今

回

の
事

件

に

つ

い
て
同

首

脳

は

「
常

識

で

は
考

え
ら

れ

な

い

こ
と
だ
。

何

物

か

か
ら

脅

さ
れ

て

い
た

の
か
も

」

れ

な

い
L

と
述

べ
る

と

と
も

に
、

「事

務

の
効
率

化
、

権

限

の
委

譲

な
ど

を

進

あ

て

い
ー
過

程

で
、
ど

こ
か

に

ス
キ
が
生

じ

て
き

た

か
ら

か
も

し
れ

な

い
.。
管

理
体

制
を

見

直

さ

な
け
れ

ば

な
ら

な

い
」
と
強
調

し

た
。

同
行

は

…
行
員

の
不

正
で

迷
惑
を

か
け
た

の
は
事

実
。

融
資

は

放

置

で
き

な

い
L

と
し

て
お
り

、

ノ

ン
バ

ン
ク

側

の
要
求

が

あ
れ

ば

、

企

業

へ
の
融
資

の
肩

代
わ

り
も

検

討
し

て
行

ー

考
之

を

示
し

た
。

ま

た

不

正
融
資

に
関
与

し

た
支

店
長

代

理

は
、
脅

か
さ
れ

た

こ
と
を

動
機

の
ひ

と

つ
に

あ
げ

て

お
り

、
事

件

の
背

後

に
暴
力

団

関
係
者

が

い
る

可
能

性
も

否

定

で
き

な

い
。

一
方
、

オ

リ

ッ
ク

ス

の
梶

原

健
司

社
長
室

長

は

二
十

七

日
夜

、

「富

士

銀
行

の
架

空

預
金

を

担

保

に
し

た
融
資

事

件
が

発
覚

し

た

二
十

五

日

以
来

、

取

引

銀

行

の
責

任
者

に
問

い
合

わ

せ

て

い
る

が

、

当

社
、
グ

ル
ー
プ

企

業

も
含

め

て
、

融
資

の
担

保

に
し
た

預

金

証
書

は
す

べ

て
適

格
で

、
質

権

設
定

承

諾
書

も

正
当

、

と

の
返

事
を

も

ら

っ
て

い
る
。

言

わ
れ

て

い
る
よ
う

な

架
空

預
金

を

担

保

に
し

て

融
資

を
し

た
事
実

は
な

い
、
と
確
信
し

て

い
る
」
と
語

っ
た
。
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磐易

11

冨士銀

崔牒 雛1嘉
頭取一 月額50%を6ヵ 月

副頭取 一 ♪j額30%を6ヵ 月

報 専務 一 月額25%を6ヵ 月
酬 常 務一 月額20%を6ヵ 月
力 取締 役一 月額10%を3ヵ 月

ζ
率

郷羅撚蹴

雛ll驚 欝1

〔3行の処分内容〕

東海 銀

新 井 永i丑f代表 取 締 役 副 会 長

(東 京地1X二の 最 高 責任 者)

→ 坪寺甥」雇頁tcT(10/31イ ・1')

会長一 月額30%を6ヵ 月

頭取一月額30%を6ヵll

副頭取一 月額30%を6ヵ 月

石原専務一 月額20%を6ヵ 月

秋葉原の前支店長、同次長は

8/5付 けで本部詰め

協和埼 玉銀

根岸英 治常務(元 事務 関連部 署担 当)

→ 舌辛f丑(10/3イ,f)

門川 モ郎 取締 役(元 東京営 業部 長)

→舌辛で壬(10/3付 つ

会長一 月額5%を1ヵ 月

副 会長 一月額20%を3ヵ 月

頭取==月 額30%を3ヵ 月

副頭取(4人)・=月 額30%3ヵ 月一 同

5%1ヵ 月

専務(7人)二=∫1害 頁15%3ヵ 月一一1司5

%1ヵ 月

担 当役 員(3人)一 月額15%3ヵ 月一

i司10%1ヵ 月

し人が減給 な ど

森本享 元秋葉原支店支店長 外山和生 ・元東京営業部次長、取引

代理 先2社 の代表

こ
れ

ら

一
連

の
記
事

の
中
で

注
意

を

引

く

の
は
、

判
明

後

日
が

浅
く

数
字

的

に

不

正
確

な
面

は
あ

る
が

、

不

正
取
引

者

が

ノ

ン
バ

ン
ク

か
ら

引

き
出

L
た
資

金

が
、

一
旦
都

銀

に
通

知
預
金

と
し

て

預

け
ら

れ
、

暫
く

し

て
流
出

す

る

と

い
う

過

程
で

あ

る

,

つ

い
で

な
が
ら

、

不
正

融
資
事

件

に
係

る

三
行

の
行

内

処
分

の

内

容
婚
を

、

次

に
示
L

て

お
く

目

二

)

根

本

秀

樹

},金

融

不

祥

事

と

金

融

検

査

の

あ

り

方

[

随
ニ

ュ
ー

フ

ァ
イ

ナ

ン

ス

』

一
九

九

二
年

二
月

号

、

一
四

ペ
ー

ジ

.

ヘ
ニ
)

同

山剛
、

一
四
、

一
五

へ
ー

"ン
,

(
三

)

日
本

経

済

新

聞

、

一
九

九

一

・
八

・
四

(
経

済

部

佐

藤

記

者

)
、

(
四
)

日
本

経

済

新
聞

、

　
九

九

丁

七

・
二

八
.

(
五
)

「
ニ

ッ
キ

ン
」

日
本

金

融

通

、信

社

、

一
九

九

一

.

一
〇

.

=

、

三

富
士

銀

行

の
事

例

当
時

(平

成

三
年

八
月

)

の
専

門

紙

記

事
d
を

基

に
事

件

の
概

要

、
問

題
点

、

対

応
案

を

ま

と
め

て
み
る

口

(
以
下
、

東
海

、

旧

埼

玉

に

つ

い
て
も

同

じ
)
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〔富士銀の事件概要〕

富
士
銀
行
三
支
店

一 、

q預 金証書

質権設定承諾書 ・51枚 取

引

先

23
社

四 ㌦「2預金証書

質権設定承諾書 ・51枚 ノ
ン
バ
ン
ク

16

社

レ

ー

④一部預金

レ

⑧約2600億 円の融資

《

㊨預金引き出し

く

レ

へ
一
)
事

件

の
概
要

赤

坂
、

日
比

谷
、

神

田
駅
東

の
三
力

店
が

舞

台
。

発
行

さ
れ

た
預

金

証
書

は

五
十

一
枚
、

総

額

で

約

二

千

六

百

億

円

こ
れ

を
も

と

に
質

権

設
定

承

諾
書

が

作
成

さ
れ

、

不
正

に
流
用

さ

れ

た

,
関
係

し

た

取
引

先
数

は
、

不
動
産

関
係

を
中

心

に
赤

坂

が

七
グ

ル
ー

フ

ニ
十

一
社
、

日

比
谷

と
神

田
駅
東

が

各

一
社

,

融
資

し

た

ノ

ン

バ

ン
ク

は
十

六
社

冒

事
件

発

生

は
赤

坂
が

八
七
年

九

月
、

日
比

谷

と
神

田
駅
東

は

八
九
年

一
月

事
件

が

発
覚

し

た

の
は
今
年

へ平
成

三

年

)

の

四
月

、

一
部

ノ

ン
バ

ン
ク

か
ら

一
借

入

金

の
肩
替

わ

り

L

「
担
保

と

な

っ
て

い
る

預
金

の
照
会

の
依
頼

が

あ

っ
た

こ
と

か
ら

弓

同

行

で

は
元
行
員

三

人

(別

表

)
を

有
印
.私
文

書

偽
造

お
よ
び

同

行

使

と
特

別
背

任

の
罪

状
で

七

月

二
十

五

日
に

丸

の
内
警

察

署

に
告

訴

し

た

告

訴
金

額

は

二
百

七
十

一
億

円

総

額

約

二
千

六

百

億
円

の
う

ら
告
訴

金

額
を

除

ー

八77
に

つ

い
て

は
取

引
先

か
ら

新

し

く

担
保
を

徴
収
し

、

同
行

の
正

規

の
借
り

入
れ

と
し

て
、

ノ

ン

バ

ン
ク

か
ら

肩
替

わ

り

し
た

,

(
二
)
問

題

点

二
千

六
百

億

円

い
ま
ど

こ

に
?

行

内

の
検

査

は
三

ヵ
店

と
も

実

施
L

て

い
る

い
神

田
駅
東

が

九

〇
年

四
月

、

赤

坂
が

九

〇
年

十

二
月
、

日
比

谷
が

九

一
年

一
月

,

発
見

で

き

な

か

っ
た

こ
と

に

つ

い
て

-
預
金

は

一
た

ん

は

入
力

さ

れ

た

の
ち

に
即
座

に
取
り

消

さ
れ

て

お

り

、
支

店

の
勘
定

に

の

っ
て

い
な

か

っ

た

・
と
し

て

い
る

通
常

、

預
金

証

書

は
重

要

帳
票

類

と

し

て
、

厳

重
チ

ェ

ッ
ク

の
も

ど
在
庫

管

理
が

な

さ

れ

て

い
る
、

同
行

の
場

合

、

一
た
ん

入

力
さ

れ

た
預
金

が

取

り

消

さ

事件の被告訴人(銀 行関係者だけ)
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一連の偽造預金証書事件にっいて(前)

れ

た
場

合

、

そ
れ

を

証
明

す

る
書

類

も
出

さ
れ

、

預
金

証
書

の
枚

数

と
照
合

し

、
支

店
長

の
確

認
後

、

そ

の
日

の
う

ち

に
破
棄

さ
れ

る
。

今

回

の
事

件

で

は
、

こ

の
事

務

処
理

が

形
式

的

に
行
わ

れ

た

i

ー
と
見

る
向

き
が

多

い
。

他

の
上
位
都
銀

で

は
同

よ
う

の
事

務

処

理

を

そ

の

日

の
う

ち

に

行

わ

ず

、

一
ヵ
月

間

保

管

、

二
重

チ

ェ
ッ
ク

の

の
ち

処
分
す

る
。

不

正
に
作

成

さ
れ

た

預
金

証
書

を

担
保

に
、

二
千

六
百

億

円

に

も

の
ぼ

る

大
金

が

融
資

さ

れ

た

が
、

そ

の
資

金

使

途

に

つ

い
て

も
、

明

ら

か
で

は

な

い
。

ノ

ン
バ

ン
ク

に
持

ち

込
ま
れ

た
時

に

銀

行

側

に
確

認
す

れ
ば

事

件

は
未

然

に
防
げ

た

の
で

は

と

い
う
意

見

も

あ
る

し

最
も

疑

問

と
さ

れ

て

い
る

の
は
、
ど
う

し

て
行

員

が

こ

の
よ
う

な

こ
と
を

し

た

の
か
、

ま

た
、

こ
れ

だ
け

の
多

額

の
融
資

を

同
行

が

肩
替

わ

り

し
た

点
。

二
千

数

百

億
円

に
対

し

て
、

新

し
く

担

保

を

徴
収
し

た

も

の
の
、

本

当

に
十

分

な

の
か
ど
う

か
。

信
用

の
失

墜

と

と
も

に
同
行

へ
の
ツ
ケ

は

大
き

い
。

(三
)
対
応
策

再
発
防

止
を
目
的

に
南
敬
介

副
頭
取
を
委
員
長

と
し

て

而
健
全

経
営
委
員

会
」
を
設
置
し
た
。

メ

ン
バ
ー
は
経
営
管

理
、
営
業
推

進
、
事
務
管

理
、

人
事
管
理

の
担
当
常
務

と
そ

の
部
長
。

ま
た
管

理
者

の
研
修
も
見
直
す
。
事
件
を
発
表
し
た
七
月

二
十

五
日
の
午

後
に
東
京

と
大
阪
で
臨
時
支
店
長
会
議
を
開
催
、
事
件

の
内
容

と

今

後

の
対

応
、

部

下

の
指
導

1
1
な
ど
が

徹
底

さ
れ

た
。

架

空

預
金

の
端
緒

に

つ

い
て
、
中

村

被
告

が

某

週
刊
誌

で

次

の

よ

う

な
告
白

を

L

て

㌔
る
、

㎜
(前

略
)

そ

ん

な

時

に
、

丸

晶

の
Y

専

務

が

『
証
書

を

二
重

発

行

で

き

な

い
か

』

と

い
う

趣
ヒ
日
の

こ

と
を

笑

い
な

が

ら

言

う

わ

け

。
僕

と
し

て

は

一
生

懸

命
で

す

.
丸
晶
を

何

と
か
L

な
け
れ

ば

な
ら

な

い
と

い
う

思

い
か
ら
や

っ
て
L

ま

っ
た

ん

で
す
L

証
書

の
損

失
届

け
を

出

し

た
後
、

預
金

証
書

を

再
発
行

り

そ
れ

を

担
保

と
L

て

ノ

ン
バ

ン
ク

に
持

ち

込
み
、

ま

ず

二
十

億
円
を

丸

晶

興
産

に
流

す

.

こ
れ

が

最

初

の
手

ロ
だ

っ
た

。

以
後
、

担

保

と

な

る

預

金

証
書

作

成

の
手

ロ
は
、

通

知
預

金

通

帳

を

作

成

し

た

り

、

オ

ン
ラ

イ

ン
を

通

さ

ず

に
記

帳

す

る

。

あ

る

い
は
、

コ

ン

ピ

ュ
ー

タ

!

に
架

空

の
入

金

を

し

て
証

書

を

作

り

、

廃

棄

簿

を

作

っ
て
取
り

消

す
な
ど

、

多

岐

に
わ

た

っ
た
。

電

中

村

元

課
長

は
、

九

三
年

三
月

二
五

日
、
東

京

地
裁

で
、

次

の

記
事

の
通
り

、
懲

役
十

二
年

の
判

決
を

受

け

た
。

富

士
銀
行

赤

坂
支

店
を

舞

台

に
し
た

不

正

融
資

事

件

で
、
詐

欺
、

有
印

私

文
書

偽
造

な
ど

の
罪

に
問

わ
れ

た

元
同

支
店

渉
外

課
長

、
中

村

稔
被
告

(三
九
)

と
融
資

先

の
不
動
産

会

社

「
丸

晶

興
産
」

社
長

、

赤

城
明

被
告

(
四
八
)
ら

四
被
告

に
対

す

る

判
決

公
判

が

二
十

五

日
、

東
京

地
裁

(原

田
国

男
裁

判
長

)

で

開

か
れ

た
。

原

田
裁

判

長

は

[
不

正

融
資

は
総
額

約

六
千

二
百

億

円

に
上
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る
な
ど
空
前

の
規
模
。
銀
行

の
信
用
を
利
用
し
た
計

画
的
な
犯

行
で
社
会
的
影
響
も
大
き

い
L
な
ど

と
述
べ
、
中
村
被
告

に
懲

役

十

二
年

(
求

刑

・
懲

役
十

四
年

)
、
赤

城
被
告

に
同
十
年

(同
)

の
実

刑
判
決
を
言

い
渡
し
た
。
ま
た
、

元
同
支
店
営
業

課
長
代
理
、
佐
藤

日
出
男
被
告

へ
四

=

に
懲
役
五
年

(同
六

年
)
、
元
丸
晶
興
産
専
務
、

八
島

正
人
被
告

(
四
三
)

に
同

二

年
六
月

(同

四
年
)
を
言

い
渡
し
た
,
唱

出ロ田
士
銀

行
赤

坂
支

店

の
ケ

ー

ス
は
よ

ー
知

ら
れ

て

い
る

が

、

比

谷
支

店

次
長

が
行

っ
た
ケ

ー

ス
は
案

外

知
ら

れ

て

い
な

い
。

れ

は
、

次

の
よ
う

な
内

容

で
あ

る

,

富

士

銀
元

次
長

ら

二
人
逮
捕

ー
日
比
谷

支
店

不

正

融
資

事

件

日
,

」

富
士
銀
行

日
比
谷
支
店
を
舞
台

に
し
た
不
正
融
資
事
件
で
、
警

視
庁
特
捜
本
部

は

(平
成
三
年
十

二
月
)
三
十

日
、
質
権
設
定
承

諾
書
を
偽
造
し

ノ
ン
バ
ン
ク
か
ら

巨
額

の
融
資
金
を
だ
ま
し
取

っ

た
と
L

て
、
同
支
店
元
次
長
、
菅
野

一
明
容
疑
者

(三
七
)

ー
千

葉
県
市

川
市
福
栄

三
ノ
ニ
三
1
と
融
資
先

の
不
動
産
会
社

¶
昭
和

綜
合
企

画
L

元
社
長
、
小
林
文
博
容
疑
者

(三
九
)

11
横
浜
市
戸

塚
区
名
瀬
町
三

一
二
六
ー
の
二
人
を
詐
欺
、
有
印
私
文
書
偽
造

・

同
行
使

の
疑

い
で
逮
捕
し
た
。
不
正
融
資

の
延
べ
総
額
は
百
六
十

億
円
を
超
え
て
お
り
、
小
林
容
疑
者

は
融
資
金
を
神
奈
川
県
内

の

地
上
げ
資
金
な
ど

に
使

っ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
.、
ま
た
菅
野
容
疑

者

は
同
支
店
で

噛
福
助
L
株

四
十
万
株
が
紛
失
L
た
事
件
で
も
、

小
林
容
疑
者
に

こ
の
株
券
を
横
流
し
L
た

と
し

て
警
視
庁
に
告
訴

さ
れ
て
お
り
、
特
捜
本
部
は

こ
の
株
券
紛
失
事
件
と

の
関
連
に

つ

い
て
も
調

べ
る
。
刈

十
億
円
詐
欺

の
疑

い

1
質
権
設
定
承
諾
書
を
偽
造

調
べ
に
よ
る
と
、
菅
野
容
疑
者

は
小
林
容
疑
者

と
共
謀
L
て
、

一
九

八
九
年
十

一
月
ご
ろ
、

日
比
谷
支
店
発
行

の
質
権
設
定
承
諾

書
を
偽
造
。

こ
れ
を
東
京
都
渋
谷
区
内

の
ノ

ン
バ

ン
ク
に
提
示
L

て
十
億
円

の
融
資

を
引
き
出
し
、
昭
和
綜
合
企
画
名
義

の
ロ
座

に

振
り
込
ま
せ
て
だ
ま
し
取

っ
た
疑

い
。
小
林
容
疑
者

は
こ
の
不
正

融
資
金
を
千
代

田
区
六
番
町

の
地
上
げ
や
前

の
不
正
融
資

の
穴
埋

め
に
充

て
て

い
た
。

菅
野
容
疑
者
は

こ
の
ほ
か
に
も
昭
和
綜
合
企

画
相
手

に

八
九
年

春
ご
ろ
か
ら
今
年

四
月
ご
ろ
ま
で

の
間
、
十

八
回
、
延
べ
総
額
百

六
十
億
円
以
上

の
不
正
融
資
を
行

っ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
。
昭
和

綜
合
企

画
は
無
理
な
地
上
げ
で
、
資
金
不
足

に
陥

っ
て
お
り
、
トノ

林
容
疑
者
は
融
資
金
を
会
社

の
運
用
資
金
や
横
浜
市
な
ど

の
不
動

産
購

入
に
流
用
し

て

い
た
、
ま
た
菅
野
容
疑
者

は
不
正
融
資
金

の

一
部
を

使

っ
て
、
百
万
円
単
位
で
自
分

の
ワ
ラ

ン
ト
債
や
国
債
を

購
入
し

て

い
た
疑

い
が
強

い
。

不
正
融
資

は
神
奈
川
県
横
須
賀
市
根
岸
町

の

一
等
地

二

万
五

千
平
方
麿
)

の
地
上
げ
で
、
緊
急
に
資
金
が
必
要
に
な

っ
た
こ
と
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一 連
=の偽造預 金証 書事件 につい て(前)

か
ら
始
ま

っ
た

と
み
ら
れ
る
.
菅
野
容
疑
者
自
身
も
成
績
を
上
げ

る
た
め
、
積
極
的

に
不
正
に
手
を
貸
し

て
お
り
、
同
社
関
連

の

ロ

座
を
百
個
前
後
も
開
設
、
資
金
を

ひ
ん
ば
ん
に
移
動
さ
せ
て
、
不

正

の
発
覚
を
隠
し
て

い
た
と

い
う

、

菅
野
容
疑
者
は
七
三
年

に
高
校
を
卒
業
後
、
同
行

に
入
行
り
九

〇
年

に
日
比
谷
支
店
次
長
兼
渉
外
第

一
グ
ル
ー
プ

課
長

に
な

っ
た

が
、
事
件
が
発
覚
L
た
七
月
、
懲
戒
解
雇
さ
れ
て

い
る

-
富

士
銀

行
で
は
赤
坂
支
店

の
元
渉
外
課
長
、
中
村
稔
容
疑
者

(三

八
)
ら

が
延
べ
総
額
七
千
億
円

の
不
正
融
資
を
行

っ
て

い
た
と
し
て
、
す

で

に
警
視
庁
特
捜
本
部

に
逮
捕
さ
れ

て

い
る
が
、
同
本
部

は
菅
野

容
疑
者

と
中
村
容
疑
者

は
顔
見

知
り
程
度
と
み
て
お
り
、
両
支
店

の
不
正
は
直
接
結
び

つ
か
な

い
と
判
断
し
て

い
る

、

菅
野
被
告

に

つ
い
て
も
、
平
成
五
年
に
入

っ
て

以
下

の
判
決
が

出
て

い
る
。

富
士
銀
行

日
比
谷
支
店
を
舞
台

に
し
た
不
正
融
資
事
件
で
、
詐

欺
罪

な
ど

に
問

わ
れ

た
元

同
支
店

次
長
、
菅

野

一
明
被
告

(三

八
)

と
不
動
産
会

社
元
社
長
、
小
林
文
博
被
告

(
四

一
)

に
対
す

る
控

訴
審

判
決
公
判

が

八
日
、
東
京

高
裁
刑
事

三
部
で
開

か
れ

た
。早
川
義
郎
裁
判
長

は

州、
一
審
判
決
は
銀
行
に
対
す
る
信
用
を
揺

る
が

せ
た
被
告

の
責
任
を
見
過
ご
し
、
量
刑
に
誤
り
が
あ
る
」

と

し
、
菅
野
被
告

に
懲
役

二
年
六
月
、
小
林
被
告

に
同

四
年

と
し
た

一
審
判
決
を
破
棄
し
、
両
被
告

に
そ
れ
ぞ
れ
懲
役
五
年
を
言

い
渡

し

た
.

判

決

に
よ

る

と
、
菅

野

被
告

は
平
成

元
年

十

一
月

、

小
林

被
告

に

不
正

に
融
資

す

る

た

め

に

日
比
谷
支

店

名
義

の
質

権

設
定

承

諾

書

を

偽
造

、

こ
れ

を

ノ

ン
バ

ン
ク

に
提
出

し

て
十

億
円

を

振
り

込

ま

せ

て
だ

ま
し

取

っ
た

」

一
審

は

両
被
告

の
犯
行

を

-
仕
事

熱

心

の
あ

ま
り

の
犯
行

L
な

ど

と
認
定

し

た
た

め

「
量

刑
が

軽
過

ぎ

る

」

と
検

察

側
が

控

訴

し

と

さ

ら

て

、
た

、

.

ち
な

み

に
、
平

成

五
年

十

一
月

、

日
本

銀
行

が
富

士
銀
行

に
対

し

て
行

っ
た
考
査

の

.
所
見

要

旨
L

の

コ
ピ
ー
が

外
部

に
流

出
L

た

と
し

て
、

一
部
報

道

で

話
題

に
な

っ
た

.

日
銀

は
考
査
資

料

の

流
出
を

否
定

し

て

お
り
、

富

士

銀
行

は

,何
も

コ
メ

ン
ト
で

き

な

を

い

　

い
」

と
し

て

㌔
る

・

そ

の

「
考

査
要

旨

[

の
中

で
、

同

行

の
架

空
預
金

事

件

に

つ

い

て
、

「
か

つ
て
例

を
み

な

い
金

融

犯
罪
」

と

の
評
価

を

下
し

て

い

る

、
そ
れ

を
別

の
資

料

に
よ

っ
て
示
そ

う

、

平
成

三
年

四
月

か
ら

六
月

の
間

に
神

田
駅

東
、

日
比

谷
、

赤

坂
、

小
舟

町

の

四
支

店
で

相

次

い
で
発
覚

し

た
架

空

預
金

、

質

権

設
定

承

諾
書

偽
造

に
よ

る
、

ノ

ン
バ

ン
ク
利

用

の
不

正

融
資

事
件

は
、

そ

の
不

正
規

模

(不

正
額
累

計

は

八
二

〇
〇
億

円
、

発
覚

時

の
不

正
額

は

二
六

一
四
億
円
)

の
大
き

さ

に
お

い
て
、

日
本
金

融
市
場

か

つ
て
例

を
み

な

い
金

融

犯
罪

で
あ

る

、
η
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な

お
、

小
舟

町

に

つ

い
て

は
、
今

ま

で

の
資
料

に
は
述

べ
ら
れ

て

い
な

い
。

(
一
)

『
ニ

ッ
キ

ン
」

日
本
金

融

通

信

社
、

一
九

九

一

・
八

・

二

.

(
二
)

「
週

刊

文

春

」

文

芸

春

秋

社

、

一
九

九

一

・
九

・

一
二
、

一二
六

へ
ー

ジ

(
三

)

西

)

(
五

)

(
六

)

(
七

)

日

本

経

済

新

聞

、

一
九

九

三

・
三

・
二
六

、

日
本

経

済

新

聞

、

一
九

九

一

・

一
二

・

一
、

日
本

経

済

新

聞

、

一
九

九

三

・
三

・
八

(
タ

刊

)
.

『
ニ

ッ
キ

ン
」

日

本

金

融

通

信

社

、

一
九

九

三

・

一

一

。

五

り
咽
日
銀

考

査

で

叱

責

さ

れ

た

富

士

銀

行

L

『
エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

」

毎

日
∴
新

聞

社
「、

一
九

九
ニ
ニ

・

一

・
九

、

二

一二

へ
ー

ジ
。

四
、
東
海
銀
行

の
事
例

二

)
事
件

の
概
要

事
件
は
秋
葉
原
支
店

の
前
支
店
長
代
理
が
九

〇
年
秋
か
ら
九

一

年

六
月
に
か
け
て
預
金
証
書
を
担
保

に
入
れ
る
た
め
の
質
権
設
定

承
諾
書
を
行
内

規
定
に
反
し
偽
造
,
七
法
人
、

一
個
人
名
義

の
合

わ
せ
て
十
三
件

の
承
諾
書
を
発
行
し
、

ノ
ン
バ

ン
ク
か
ら
総
額
六

百
三
十
億
円

の
不
正
融
資
を
引
き
出

さ
せ
た
,

い
っ
た
ん
銀
行
に

入
金
、
そ

の
後

そ

っ
く
り
預
金
を
引
き
出
す
と

い
う
手

ロ
。
融
資

を
受
け
た

の
は
そ
れ
ま
で
取
引

の
無
か

っ
た

先
を
含

む
運
送
業
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
ほ
か
。

同
代

理
は
七
月

二
十

七
日
朝
に

㎜
迷
惑
を

か
け
た
L

と
秋
葉
原
支
店
長

に
電
話
連
絡
、

そ

の
後

の
所
在
は
現
在

つ
か
め
て
お
ら
ず
、

七
月

二
+

八
日
付
で
懲
戒
解
雇
、
有
印
私
文

書

偽
造
で
告

訴
し
た
口

(
二
)
問
題
点

業
績

に
寄
与

し
な

い
の
に
な
ぜ

今

回

の
事
件
で
最
大
の
疑
問

と
な

っ
て

い

る

の
は
、

こ
の
預
金
が
平
残

で
は
ほ
と
ん
ど

業
績
面
に
は
寄
与

せ
ず
、

引
点
数
を
稼
げ
る

可
能

性

は

?
L

(瑞

岩

副

頭
取
)

と

い
う

事件の被告訴人(銀 行関係者だけ)

支 店 肩 書} 懲戒解屈日

東海銀

森 本 字(38) 秋葉原 支店長代理 9i年7月28日

 

点

、
十

三
件

の
う

ち
九
件
が
集

中
し
た
六
月
は
同
行

の
創
立
五
十

周
年

の
記
念
月
で
各
種

の
業
務
推
進
キ

ャ
ン
へ
ー

ン
も
展
開
さ
れ

た
が
、

銀
行
、
支
店

へ
の
メ
リ

ッ
ト
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
事
件

の

動
機
が
謎

の
ま
ま
だ
口

森
本
元
代
理
は

八
九
年

三
月
に
秋
葉
原
支
店

に
着
任
、
同
六
月

に
最
初

の
役
席

と
な
る
支
店
長
代
理
に
昇
格
し
た

(九

一
年
六
月

二
七
日
虎

ノ
門
支
店

に
転
勤
)
、
七
六
年

入
行

の
高
卒
採
用
と
し

て
は

「
む
」
ろ
早

い
方

の
昇

格
L

で
、
人
事
に
不
満
が
あ

っ
た
と

は
考
え
に
く

い
。
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一連の偽造預金証書事件について(前)

(三
)

対

応
策

「
対

策

チ

ー

ム
」

(責

任
者

11
瑞
岩

戒

副
頭

取
)

を

二
十

六

日

に
発

足
.

調
査

は
、
森

本

元

代

理
が
所

在

不
明

の
た

め
書

類

に
よ

る
も

の
と
秋
葉

原
支

店

関
係
者

へ
の
聞

き
取
り

に
限
ら

れ

て

い
る
、

事

件

の
再

発

防

止

を

め

ざ

し

、

二
十

九

日

に

は

取

締

役

会

で

・
業
務

刷

新
委

員

会
L

(委
員

長

11
伊
藤

喜

一
郎

頭

取
)

の
設

置

を

決

め

た

、

東
海

銀
行
事
件
で
は
、
問
題

の
預
金
証
書
や
質
権
設
定
承
諾
書

の
作
・成

に
当

っ
て
、
支
店
長
印

と
は
別

の
印

鑑
を
使

っ
て

い
る

こ

と
が
報
道
緑
さ
れ

て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
別

の
報

道
砲
で

は
質
権
設
定
承
諾
書

は
支
店
長
印
が

押
さ
れ
た

正
規

の
書

類
で
あ
る

と
し
て

い
る
。

ま
た
、

富

士
銀
行
を

め
ぐ
る
巨
額
不
正
融
資
事
件
で
、
ノ

ン
バ

ン
ク

か
ら
東
京
都
内

の
運
送
会

社
に
融
資

さ
れ
、
東
海
銀
行

に
預
金

さ
れ
た
金

の

一
部

の
百
五
十
億
円
が
、
同
じ

日
に
富
士
銀
行
関

係

の
返
済
に
あ
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
六
日
、

関
係
者

の
話
で

明
ら

か

に
な

っ
た
。

融
資

元

の
ノ

ン
バ

ン
ク
も

両
行

に
か
か

わ

っ
て
お
り
、
運
送
会
社
が
富
士
銀
行
関
係

の
百
五
十
億
円
を

ノ
ン
バ

ン
ク
に
返
済
す
る
た
め
に
東
海
銀
行
を

[
穴
埋
め
役
」

に
利
用
、
借
り
換
え
た

の
で
は
な

い
か
、
と
関
係
者

は
み
て

い
る
、

と
の
報
道
心
が
あ
り
、
両
者

と
の
か
か
わ
り
あ

い
が
問
題
に
な

っ

て

、
る

、

富

士
、

東
海

事

件

の
端

緒

と
、

そ

の
中

で

の
中
村

、
森

本

の
動

き

に

つ

い
て
は
、

次

へ
ー

ジ

の
資

料
呵
を
参

照

い
た
だ

き
た

い
。

森

本
被
告

の
事
件

へ
の
き

っ
か
け

に

つ

い
て
、

あ
る
新

聞
喝

は
、
次

の
よ
う

に
報
じ
て

い
る
.

森
本

は
新
規
顧
客

の
開
拓
を
担
当
し
て

い
た
が
、
ラ
イ
バ
ル

銀
行
と

の
激
し

い
預
金
獲
得
競
争

の
結
果
、
他

の
金
融
機
関
が

融
資
を
渋
る
よ
う

な
ヤ
バ

い
筋
に
足
が

向
く
よ
う
に
な
る
。
そ

の
あ
げ
く

に
不
正
融
資

に
手
を
染
ぬ
始
め
る
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
な
お
、
最
近

の
記
事
硲
で
、
東
海

銀
行
不
正
融
資

の
捜
査
終
了

を
次

の
よ
う

に
報
じ
て

い
る
,

東
海
銀
行
秋
葉
原
支
店
を
舞

台
に
し
た
不
正
融
資
事
件
で
、

東
京

地
検

は

一
日
、
公
認
会
計

士
、

北
見

次
夫
容
疑
者

(
四

二
)
を
詐
欺
罪

な
ど

で
起
訴
す
る
と
と
も
に
、
同
支
店

の
元
支

店
長
代

理
、
森
本
享

(
四
〇
)
、

元
運
送
会
社
副
社
長
、
出
島

道
夫

(
四
二
)

の
二
被
告

11

い
ず
れ
も

公
判
中

H
を
そ
れ
ぞ
れ

同
罪
な
ど
で
追
起
訴
し
た
。
富
士
、
東
海

銀
行
を
あ
ぐ
る

一
連

の
不
正
融
資
事
件
で
起
訴
さ
れ
た

の
は
こ
れ
で
計
十
七
人
に
の

ぼ
り
、
同
事
件

の
捜
査

は
終
了
し
た
.、

起
訴
状
に
よ
る
と
、
北
見
被
告
ら
は
九
〇
年
九
月
、
東
海

銀

行
秋
葉
原
支
店
発
行

の
質
権
設
定
承
諾
書
を
偽
造
し
、
都
内

の
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富士 ・東海事件

不正融資はこうして膨張 した!ノ
(関 係 音 の 証 言 な ど を も と に 作 成 、T(Yr‾.は 富 ヒ銀 行 赤 坂'支 店 関 連 、① はF海 銀 行 秋 葉原'支 店 関 連)

年 月 日 事f牛 の 宗蚤 辛隼 累t.,十'イ く」E}哺 虫 資 額
一 　 　

86年5月 {卸不 正融 資 の 主 犯 ・中 村 稔 渉 外 課 長 が 赤 坂 一支 店 に 着 任
87年913 ・卸 赤 坂 の 不 動 産 会 社 ・M興 産 に 対 し て 預 金 証=2()1:意 円 一一

「P黛0{愈FJ

分 を=電 発 行(不 一正預 金 操 作 の1回 目)
●中 村 元 課 長 に よ る とM興 産 に は そ れ ま で3回 の 協

力 預 金 を 依 頼 して い た 。 また 、 自 分 が 着 任 す る 前 に
赤 坂 支 店 が 倒 産 した 企 業 の 債 権 をM興 産 に3回 眉 代
わ り し て も ら っ て い た と い う

●20億 円 の 返 済 期 日 は88年4月lHだ 一♪た が 返 済 さ

れ 一ザ

89年2月 貯)赤 坂 支店 内 で30億FU(7)架 空 預 金 が 発 覚 qゆ300億rLJ
Oし か し、中 村 元 課 長 が 不 正 融 資 先 に連 絡 して 、ノ ン
バ ン ク に カ ネ を 返 済 させ た た め 、 当 時 の 赤 坂 支 店 長 (潅 窪 葎1..2fi/-F'iり

はIlhに 報 告 せ ず 、 中 村 元 課 長 も 処 分 さ れ な か っ た

● こ の 時 点 で 、 不 正 融 資 先 はS興 産 、1氏 な ど3ル
一 ト

、CJOT意 チIJ

89年F月 ⑪ そ の 後 、 不 一iE:一融 資 先 と な る 不 動 産 企 画 会 社Nグ ル ー

プ な ど と知 り合 う

① 森 本 氏 、秋 葉 原 支 店 長 代 理 に 昇 進 。 情 報 処 理 会 村。【 (3U億 円
社 に 株 式 運 川 話 を 持'ち か け られ 初 め て30億 円 の 不IE融

資 。 そ の 直 後 、 下代 田 区 の 飲 食 店 経 賞 者 に も10億 【ll不

配 高虫資

89年H月 ⑪M興 産 が 不11三 預 金 操 作 を 清 算r弓 』る た め の 切 り札 だ 一一,

た 青 山 の マ ン シ ョ ン を 売 却 、、 そ の 売 却 代 金 を ロ ー ン 返

済 に 充 て ず 、 ドイ ツ の ア パ レ,レ メ ー カ ー の 買 収 に 充 当

● 中 村'元 課 長 の 証 言 に よ れ ば 、「そ の こ と に シ ョ ッ ク

を 受 け 、 糸 が 切 れ た 」 と い う

⑪ ほ ぼ 同 時 期 にZ社(Nグ ル ー プ)のH社 長 か ら北 海
道 ウ ラ ウ ス リ ゾ ー ト開 発 の 話 を 持 ち 込 ま れ る 、,Z社 の

メ イ ンは 冨 .士銀 行 市 ヶ谷 支 店
90年 初 め (卸Z祉 のH社 長 を樋 じて 、 橋 本 大 蔵 大 臣 秘 一轡0)小 林 典

機 秘 轡 を紹 介 され る
90年5∫ 」 αう小 林 秘 書 の 紹 介 でZ社 を通 じ、赤 坂 の て ん ぷ ら屋 の

女性 店 酷や 芸 能 タ レ ン トが 経 営 す る 会 社 にm億 円 、80
Op万 円 を 不rE融 資

Φ 荒 川 区 の 新 聞 配 送 会社 、D運 輸 に 対 して50億 円 を 不
⊥E融ilS一

90年7月 ⑤ 不 一出 融 資 先 の 情 報 処 理 会 社 工グ ル … プ の ゴ ル フ 事 藁
に 、.東 海 事 件 に も登 場 す るD運 送 を 引 き込 む
●中 村'元 課 長 をD運 送 の 副 杜 長 に 紹 介 した の は 、1
社 の 副 社 長 で 、M興 産 の グ ル ー プ 会 社 の 元 幹 部

90年9月 ① 金 融 ブ 蔦ユ… カ ー(現 在 、 タ イ に 逃 亡 中)が 森 本 支 店

畏 代 理 、D運 送 副 社 長 に接 近 。 金 融 プ ロ … カ ー の 関 係

90年12月
91年2月

会 社4社 に 融 資 開 始

Φ)中 村 元 課 畏 がD運 送{篶U社 長 に 第1剛 目融 資
㊦1200億FJ

●D運 送 関 連 融 資 は3ヵ 月 で600億1「1に

4∫ ・」 ⑲ 東 海 事件 に 登 場 す る金 融 プ ロ … カ ー の 関 係 の 口 座 に
155f意 円 を 振 り込 む

5月17日 ① 金 融 ブ ロー カ … に 流 れ た 資 金 の1部130億 円 が 港 区 の (D250イ 意rM
地1∴ げ 屋 な ど に 貸 し付 け られ る

5月23日 ⑪ ノ ンバ ン クの 照 会 に よ り、 架 空 預 金 が 行 内 的 に 発 覚 ⑯)2600億 円
6月 ①D運 送 に150億 円 を 不 正 融 資(金 融 ブ ロ ー カ._._Laが 引

き 出 し、 持 ち 逃 げ?)、 他 に も不 正 融 資 乱 発
7月25日 ⑪ 一架空 預 金 一事件 が 対 外 的 に も表 面 化

① 富 士 箏件 の表 面 化 で 秋葉 原 支店 の 一架空預 金 が 行 内 的 C`1)630イ 意 円

に 発 覚 。 森 本 支 店 長 代 理 は 逃 亡
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一 連
、の偽造預 金証書 事件 にっい て(前)

ノ

ン
バ

ン
ク
か
ら

約

五
十

億

円
を

だ

ま
し

取

っ
た

(
一
)

(
二
)

(
三

)

(
四
)

(ノ ー＼

六 五
))

日
本

経
済

新

聞
、

一
九

九

丁

七

・
二

八
。

朝

日
新

聞

、

一
九

九

一

。
八

・
七

、

朝

日
新

聞

、

一
九

九

一

・
八

.
七

、

「
富

士

銀

行

酬
構

造

汚

染

」
の
深

淵

」

(
伊
藤

哲

記

者

)

『
金

融

ビ

ジ

ネ

ス

』

東

洋

経

済

新

報

社

、

一
九

九

一
年

+

月

号

、

一
九

へ
ー

ジ

、

日

刊

ゲ

ン
ダ

イ

、

一
九

九

一

・
八

・

一
四
口

日

本

経

済

新

聞

、

一
九

九

三

・

一
〇

・
二
。

五

旧
埼

玉
銀
行

の
事
例

二

)
事
件

の
概
要

事
件
は
旧
埼
玉
銀
東
京
営
業
部

の
外
山
和
生
元
次
長

と
取
引
先

の
渋
谷
区

に
あ
る
A

社

(自
動
車
販
売

、
ゴ

ル

フ
場
開
発
業
)
、

新
宿
区

の
B
社

(不
動
産
業
)
が
共
謀
し
て
九

一
年

一
月
か
ら
三

月
に
か
け

て
行
わ
れ
た
。
元
次
長
が
A

・
B

社
の
質
権
設
定
承
諾

書

四
枚
を

偽
造
、
ノ

ン
バ

ン
ク

四
社
か
ら

八
十
億
円
を
取
引
先
企

業
A

社
と
B

社
に
融
資
さ
せ
て

い
た
、
協
和
埼

玉
銀
は
、

七
月

二

十
六

日
に
元
次
長

と
A
社

の
代
表
者
、
B
者

の
代
表
者
を

一
私
文

書
偽
造

及
び
同
行
使
-」
の
罪
状
で
東
京

地
検

へ
告

訴
し
た
。

七
月

二
十
五

日
に
同
行

は
元
次
長

の
依
願
退
職
を
懲
戒
免
職

に

切
り
替
え
た
。

(
二
)
問
題
点

三
か
月
で

四
回
引
出
し

こ
の
事
件

の
直
接

の
原
因
は
、
次
長

と

い

㈲

う
ホ
ス
ー
を
利
用
気

襲

日発
行
の
霧

都

手

続

き

の
盲

点
を

利
用

し

た

こ
と
、

通
常

係

儀

取
引
先
の
預
盆

帳
を
も
三

質
嚢

欄

定
承
諾
書

(
以
下
質
権
承
諾
書
)
を
作
成
し

嚴

た
あ
と
営
業
部
長
が
質

権
承
諾
書

に
押
印
す

人

る

こ
三

な

っ
三

る
.

舗

今

回
は
預
金
通
帳
な
し
で
質
権
承
諾
書
を

被の

偽
造
。
取
引
先
企
業

は
こ
れ
を
も
と
に
ノ

ン

件

バ

ン
ク
か
ら
融
資
を
受
け

て
同
行

に
預
金
す

事

る
。

元
次
長
は
預
金

通
帳
を
作
成
し
て
ノ

ン

バ

ン
ク

へ
わ
た
す

と
と
も
に
、
取
引
先
企
業

が
支
払

い
伝
票
で
預
金
を
す
ぐ
に
引
き
出
し
た
.、

支 店 hi、 彗 懲戒解雇日

協 和 埼};.銀

外 山 和 生(41) 東京営業部 次 長 91年31131日

 

問
題
は
質
権
承
諾
書

の
営
業
部
長
印
が
役
席

以
上
で
あ
れ
ば
押

せ
た

こ
と
と
、
通
帳
な
し
で
預
金
が
お
ろ

せ
た

こ
と
。

現
在

の
協

和
埼
玉
銀

の
規
程
で
は
、
伝
票
で

の
預
金
引
き
出
し
は
で
き
な

い
.

計

八
十
億
円
に
の
ぼ

る
預
金
通
帳

の
発
行

・
引
き
出
し
が
三

ヵ

月
間
で

四
回
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ

て
も
、

他

の
行
員
が
疑
わ

な

か

っ
た

こ
と
も
犯
罪
が

四
月
ま
で
分
か
ら
な
か

っ
た
理
由
と
し

て

あ
げ
ら
れ
る
。
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国 際 経 営 フ ォー ラ ムNo.5

(三
)
対
応
策

岩
井
副
頭
取
を
委
員
長

と
す
る

、事

故
発
生
防

止
委
員
会

一
を

設
置
す
る
。
幹
部
を
含

め
た
行
員

へ
の
指
導
、
教
育
を
徹
底
,

七
月

二
十
六

日
付
で
、
東
京
営
業
部
長

の
門

田
三
郎
取
締
役
を

異
動

、
橋
本
好
央
取
締
役

・
資
金
証
券
副
本
部
長
が
就

い
た
一
七

月

二
十
五

日
の
夜
に
翌

日
の
十
時
に
予
定
し
て

い
た
定

例
取
締
役

会
を

一
時

間
早

め
る
な
ど

変
更

、
取
締
役
会
で
事
件

の
説
明
を

行

っ
た

、
十

七
時

か
ら
は
全
国

の
営
業
店
長

を
地
域
別

に
招
集

.

役
員

が
駆
け

つ
け

て
事
件

の
説
明
と
顧
客

に
対
す
る
対
応
な
ど
を

徹
底

L
た
.

旧
埼

玉
事

件

に

つ

い
て

は
、

富

士

・
東

海
事

件

に

比

べ
て
金

額

も
や

や

少
な

い

(そ
れ

で
も

八
〇
億
で

あ

る
)

せ

い
か
、

あ
ま
り

知
ら

れ

て

い
な

い
。

ま
た

、
外

山
容
疑
者

が

事

件
発

覚
時

す

で

に

退
職

し

て

い
た
点

も
他

の
ケ
ー

ス
と
異

な

っ
て

い
る
。

ま
た

、
発

覚

も

、
や

、
遅

れ

て

い
る

、
そ

れ

で
、

当

時

の
報

道

且
を

こ

こ
に

再

録

し

て

お

こ
う

。

旧
埼

銀
元
次
長
を
逮
捕

協
和
埼

玉
銀
行

の
旧
埼

玉
銀
行

元
幹
部
行
員
が
取
引
先

に
架
空

の
質
権
設
定
承
諾
書
を
発
行
し
て
ノ
ン
バ
ン
ク
か
ら
巨
額

の
不
正

融
資
を
さ
せ
て

い
た
事
件
を
捜
査
し
て

い
た
東
京
地
検
特
捜
部

は

五
日
、
約

四
十
億
円
を

だ
ま
し
取

っ
た

と
し

て
旧
埼
銀
元
東
京
営

業
部

次
長
、
外

山
和
生
容
疑
者

(
四

一
)

ー
埼

玉
県
狭

山
市

三
ツ

木

11
を
詐
欺
、
有
印
私
文
書
偽
造
、
同
行
使

の
疑

い
で
逮
捕
、
関

係
個
所
を
家
宅
捜
索
し
た

、

四
十
億
円
不
正
に
融
資

ー
質
権
設
定
承
諾
書
を
偽
造

調
べ
に
よ
る
と
、
外

山
容
疑
者

は
今
年

(平
成
三
年
)

一
月
下

旬
、
融
資
を
担
当
し
て

い
た
自
動
車

販
売

・
ゴ
ル

フ
場
開
発
業
者

(東
京
都
渋
谷
区
)
名
義

で
東
京

・
麹
町

の
金

融
業
者

か
ら
金
を

だ
ま
し
取
る

こ
と
を
計
画
。
実
際
に
は
定
期
預
金
が
な

い
の
に
担

保
預
金

二
十
億
円
が
あ
る
か

の
よ
う

に
装

っ
て
埼
玉
銀
行
東
京
営

業
部
名

の

「質
権
設
定
承
諾
書
」

一
通
を
偽
造
し
、
こ
れ
を
基

に

こ
の
金

融
業
者
か
ら
十
九
億
七
千

万
円
余
り

の
融
資
を
受
け
、
だ

ま
L
取

っ
た

の
を
は
じ
め
、
同

二
月
下
旬
に
も
同
様

の
方
法
で
東

京

.
西
新
宿

の
金

融
業
者

か
ら
も
作
成
L
た
に
せ
の
二
十
億
円

の

質
権
設
定
承
諾
書
を
基

に
十
九
億
七
千

万
円
余
り

の
融
資
を
引
き

出
し
、
計
三
十
九
億

四
千
万
円
余
り
を
だ
ま
し
取

っ
た
疑

い
。

外

山
容
疑
者

は
不
正
に
融
資
さ
せ
た
金
を

い
っ
た
ん
同
行
に
定

期
預
金
さ
せ
、
形
式
を
整
之
た
上
で
た
だ
ち

に
解
約
、
全
額
を
引

き
出
し
て

い
た
と
み
ら
れ

て

い
る

、

こ
れ
ま
で

の
調

べ
で
、
埼
玉
銀
で
は
、
預
金

に
質
権
を
設
定
し

た
場
合

、
勝
手

に
預
金

を
引

き
出

せ
な

い
よ
う

に

コ
ン
ヒ

ュ
ー

凋2

タ

ー

に

登
録

す

る

シ
ス
テ

ム

に
な

っ
て

い
る

が

、
外

山
容

疑
者

は



一連の偽造預金証書事件にっいて(前)

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
登

録
を

し

て

い
な

か

っ
た

と

い
う
、

外

山
容

疑

者

は

昭

和

四
十

九

年

入

行

。

麹

町

支

店

な
ど

に
勤

務

。

四
月
末

に

ノ

ン
バ

ン
ク
か

ら

の
問

い
合
わ

せ
で

、
事

件

が
発

覚

、

外

山
容

疑

者

は
す

で

に
依

願

退
職

し

て

い
た
が

、
協

和
埼

玉

銀
は

七
月

、
三
月

に
さ
か

の
ぼ

っ
て
懲

戒
解

雇

処
分

に
し

て

い
た
.

実
績

は

八
〇
億
円
も

t

「
取
引
先
維
持
し
た
く
て
」
外

山
容
疑
者

大
手
都
市

銀
行

の
幹
部
行
員
ら

に
よ
る

一
連

の
不
正
融
資
事
件

の
う
ち
旧
埼

玉
銀
行

(現
協
和
埼
玉
銀
行
)

の
元
東
京
営
業
部
次

長
、
外

山
和
生
容
疑
者

(
四

=

が
五
日
、
東
京
地
検
特
捜
部

に

逮
捕
さ
れ

た
。
質
権
設
定
承
諾
書
を
偽
造
し
て
、

こ
れ
を
担
保

に

ノ

ン
バ

ン
ク

か
ら

融
資

を
引
き
出

す
手

ロ
。

ほ
ぼ

同
様

の
方
法

で
、
富
士
銀
行
や
東
海
銀
行

の
元
幹
部
行
員
ら
も
不
正
融
資

に
加

担
し
て

い
る
。
両
行

の
事
件

に

つ
い
て
は
警
視
庁
が
捜
査
を
進
め

て

い
る
が
、
銀
行
員

の
モ
ラ
ル
が
改
め
て
問
わ
れ
そ
う
だ
、

特
捜
部

の
調
べ
に
よ
る

と
、

旧
埼

玉
銀
行
を
舞
台
に
し
た
不
正

融
資
が
始
ま

っ
た

の
は
、
平
成

二
年
十

一
月
。
取
引
先

の
自
動
車

販
売

・
ゴ
ル
フ
場
開
発
業
者

の
事
業
資
金

二
十
億
円
を

ノ

ン
バ

ン

ク
か
ら
調
達
す
る
際
、
実
際

に
は
預
金

が
な

い
の
に
担
保
預
金
が

あ
る
よ
う

に
見

せ
か
け
る
た
め
質
権
設
定
承
諾
書
を
偽
造
.、
こ
れ

を
き

っ
か
け
に
、
資
金

の
返
済

の
た
め
雪
だ
る
ま
式
に
不
正
取
引

を

拡
大
さ
せ
、
最

終
的
に
は
ノ
ン
バ

ン
ク
六
社
か
ら
計
百
九
十
億

円
を
引
き
出
し
て

い
た
、
今

回
、
特
捜
部
が
立
件
し
た
の
は

四
十

億
円
だ
が
、
実
際

に
は

八
十
億
円

の
実
損
が
生
じ
て
お
り
、
残
り

の
不
正
融
資

に

つ

い
て
も
詰

め
の
捜
査
を
行
う
方
針
、

外
山
容
疑
者
は

一
連

の
不
正
融
資
で
、

ノ
ン
バ

ン
ク
か
ら
調
達

し
た
資
金
を
自
行

に
協
力
預
金

さ
せ
て

い
る
た
め
、
行
内
で
は
成

績
抜
群

の
営
業

マ
ン
と
し

て
評
価
さ
れ

て

い
た
。
外

山
容
疑
者

は

一
連

の
不
正
融
資

の
発
覚
を
恐
れ
、
不
正
融
資
先

の
会
社

の
資
金

繰
り
が
苦
L
く
な
る

ど
、
自
分
名
義

で
ノ

ン
バ

ン
ク
か
ら
多

い
時

に
は
数
億
円
の
借
り

入
れ
を

お
こ
し
、
取
引
先

の
借
金
返
済
や
利

子

の
支
払

い
に
あ
て
て

い
た

ワ

不
正
が
発
覚

し
た
際
、
内

部
調
査

に
対

し
、
外

山
容
疑
者

は

「
取
引
先
を
失

い
た
く
な
か

っ
た
の
で
、
自
分
の
方
か
ら

不
正
操

作
を
持
ち
か
け
た
-

と
話
し
た
と

い
う
、

協
和
埼

玉
銀

の
事
件
と
は
別
に
、
富

士
銀
行
で
は
元
赤
坂
支
店

渉
外

課
長

(三

八
)
が
約

二
千
六
百
億
円
、
東
海
銀
行
で
も
元
秋

葉
原
支
店
長
代
理

(三

八
)
が
六
百

三
十
億
円

の
不
正
融
資

に
そ

れ
ぞ
れ

か
か
わ

っ
て

い
た

こ
と
が
発
覚
し
て

い
る
.
三
行

の
事
件

に
共
通
し

て

い
る

の
は
、
事
件

に
加
担
し
た
銀
行
側

の
行
員
が

い

ず
れ
も

旧
次
長
」

「
課
長
」

「
支
店
長
代
理
」

と

い
っ
た
営
業
部

や
支
店

の
幹
部
行
員
だ

っ
た
点

、

決
済
印
を
使

っ
て

の
証
書
偽
造

な
ど
、
幹
部
行
員
で
な
け
れ
ば

で
き
ず

「
(外

山
容
疑
者

は
)

次
長

と

い
う
立
場

も
あ
り
、
疑
問

に
は
思
わ
な
か

っ
た
」

(協
和
埼
玉
銀
首
脳
)
と
銀
行
に
と

っ
て
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は
盲

点

と

な

っ
た

形
だ
。

ま

た
、

翌

日
の
記
事

砲
ー
後
掲

1
で

は
、

出ロ田
士
銀
事

件

と
関
連
も

ー
旧
埼

銀
事

件

の
外

山
容

疑

者

「
発
覚

前

に
知

っ
て

い
た

「
」

と
報

じ
て

い
る
が
、

富

士

銀
事

件

と
直

接

の
か

か
わ

り

は
な

い
に

し

て
も
、

偽
・造

の
質

権
設

定
承

諾

書

を
使

う
手

ロ
が

一
部
金

融
ブ

ロ
ー

カ
ー

の
間

で

知
ら

れ

つ

つ
あ

る

こ

と
を

示

し

て

い
る
点

が
、

注

目
さ

れ

る
。

旧
埼

玉
銀
行

(現
協
和
埼
玉
銀
行
)

の
元
東
京
営
業
部
次
長
、

外

山
和
生
容
疑
者

(
四

一
)

"
詐
欺
な
ど

の
疑

い
で
東
京

地
検
特

捜
部
が
逮
捕

ー
に
よ
る
不
正
融
資
事
件
で
、
外

山
容
疑
者
が
今
年

四
月
に
不
正
が
発
覚
し
た
直
後
、
協
和
埼

玉
銀

の
内
部
調
査

に
対

し
、
出ロ田
士
銀
行
で

の
不
正
融
資
事
件

の
手

ロ
に

つ
い
て
克
明
に
話

し
て

い
た
こ
と
が

五
日
、
関
係
者

の
証
言
で
わ
か

っ
た
。

由ロ田
士
銀
行
赤

坂
支
店

の
元
幹
部
行
員

に
よ
る
不
正
が
発
覚
し
た

の
は
七
月
に
な

っ
て
か
ら
で
、
外

山
容
疑
者

は
事
前
に
そ

の
事
実

を
知

っ
て

い
た

こ
と
に
な
る
,
大
手
都
市
銀
行

の
元
幹
部
行
員
ら

に
よ
る

一
連

の
不
正
融
資
事
件

の
う

ち
、
富
士
銀
行

と
東
海
銀
行

の
事
件

に

つ

い
て
は
、
同

一
の
金

融
ブ

ロ
ー
カ
ー
が
関
与
し
て

い

た
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
な

っ
て

い
る
.
協
和
埼
玉
銀

と
富
士

銀

の
事

件

に
も

何
ら
か

の
接
点

が
あ

っ
た

可
能

性
が
あ
る

と
み

て
、
捜
査
当
局
も
関

心
を
寄

せ
て

い
る
模
様
だ
。

特
捜
部

の
調
べ
に
よ
る
と
、
外

山
容
疑
者

は
今
年

一
月
下
旬
か

ら

二
月
下
旬

に
か
け
、
偽

の
質
権
設
定
承
諾
書
を
使

っ
て
、
取
引

先

の
自
動
車
販
売

会
社

「
フ

ェ
デ

コ
」

(東
京
都
渋
谷
区
)

名
義

で

ノ

ン
バ

ン
ク

か
ら
計

約

四
十

億
円
を
不
正

に
融
資

さ
せ
て

い

た
。

四
月
初
め
、

ノ
ン
バ

ン
ク
か
ら

の
問

い
合
わ
せ
で
外

山
容
疑

者

の
不
正
が
発
覚
し
た

関
係
者

の
話
に
よ
る
と
、

不
正
発
覚
直
後
に
協
和
埼
玉
銀

の
内

部
調
査
を
受

け
た
際
、
外

山
容
疑
者

は

「富

士
銀

の
方
が
ケ
タ
は

ず
れ
に
多

い
不
正
融
資
を
や

っ
て

い
る
」
な
ど

と
話
し
、
富
士
銀

の
元
赤
坂
支
店
幹
部
行
員
が
預
金
証
書
を
ど

こ
の
企
業

に
発
行
し

た

か
な
ど
、
事
件

の
内
容
を
詳
細
に
述
べ
た
と

い
う
。

一
方
、
外
山
容
疑
者

は
旧
埼
銀
を
三
月
末

に
退
職
後
、
質
権
設

定
承
諾
書
を
使

っ
て
約

四
十
億
円

の
架
空
融
資
先

に
し
て

い
た
新

宿

区
内

の
不
動
産

会
社

(今
年

七
月

に
倒
産
)

を
連
絡
先

に
し

て
、
銀
行
員
時
代

の
顧
客

に

「
土

地
を
買

っ
て
ー
れ
な

い
か

・
な

ど

と
も

ち
か
け
て

い
た

こ
と
が
わ
か

っ
た
。
特
捜
部
は
は
、

こ
の

不
動
産

会
社
が
事
件
に
深
く
か
か
わ

っ
て

い
た
と
み
て
、
調
べ
を

急

い
で

い
る
Ψ

二

)

日
本

経
済

新

聞
、

一
九
九

丁

九

・
五

(タ

刊
)

(
二
)

日
本

経
済

新
聞

、

一
九
九

丁

九

・
六

(は
し

も

と

・
み

つ
の
り

/

経
営

学

部

助
教

授
)
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